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サバンジュ博物館 
イスタンブル・レポート；2010～2011 年 
 
伊 吹 裕 美 
 
１．「ビザンティオンからイスタンブルへ」 “Bizantion’dan İstanbul’a” 
 
 2010 年夏。強い日射しを受けて、アジア大
陸とヨーロッパ大陸の間に横たわるボスポラ
ス海峡がまぶしく輝いていた。海峡を往来す
る大小さまざまな船が、青い海に幾筋もの白
い航線を描いている。イスタンブルに到着し
て 3 日後、わたしは海峡沿いを北に上がった
高台からその景色を眺めていた。空は高く、
海から吹いてくる風が涼しい。背後には緑に
囲まれた白い瀟洒な館が見える。サクプ・サ
バンジュ博物館 Sakıp Sabancı Müzesi である。 
6 月 5 日から 9 月 4 日まで、この博物館で「ビザンティオンからイスタンブルへ—伝説のイ
スタンブル ある首都の 8000 年 Bizantion’dan İstanbul’a  Efsane İstanbul Bir Başkentin 
8000 yılı」と銘打った特別展が開催された。わたしは日本を発つ前から、渡航したらまず最初
にこの展覧会へ行こうと心に決めていた。 
 
 この風光明媚な一角にある博物館は、トルコ第 2 のサバンジュ財閥が創設したサバンジュ大
学の附属博物館として 2002 年に開館された。優美な館は 19 世紀中葉に建てられたオスマン軍
総督の別宅で、1950 年代にサバンジュ家の当主が購入し、現在は博物館本館となっている。当
時使われていた居室や装飾品の他に、イスタンブル近郊で発見された出土品、近代以降のトル
コ絵画などが常設されているが、とりわけアラビア書道のコレクションが非常に充実しており
内外に名高い。アラビア文字を装飾的に描くアラビア書道はイスラム・カリグラフィとも呼ば
れ、コーランの写本やスルタンの花押などに使われる技法である。アヤソフィア博物館内部に
アラーや予言者の名前が濃紺に金文字で描かれた巨大な円盤がさがっているが、その字体など
はこの技法による。 
 サバンジュ博物館はこれらの常設展に加えて、トルコではめずらしく西欧美術の特別展を開
催することがある。しかし 2010 年はイスタンブルが「欧州文化首都」に選ばれたため、その
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プロジェクトの一環としてイスタンブルそのものをテーマにした特別展が催された。欧州文化
首都は EU が加盟国の中から文化的あるいは歴史的に特徴ある都市を指定し、その地で一年間
さまざまなプログラムを展開するという大規模な文化事業である。トルコはいまだ EU 加盟を
果たせないでいるが、イスタンブルは地理学上アジア大陸とヨーロッパ大陸にまたがっている。
人口約 1300 万を抱えるこの都市が「欧州」文化首都に認定されたことをメディアはこぞって
宣伝し、市内のあちこちでイベントが行われ、そこかしこでちょっとしたお祭気分が漂ってい
た。 
 展示は第 1 部が先史時代と都市の誕生、第 2 部コンスタンティノポリス：ビザンツ帝国の首
都、第 3 部コスタンティニイエ Kostantiniyye：オスマン帝国の首都という 3 部構成になって
いる。年代的に見ると、第 1 部は紀元前 1 万年から前 3000 年代までの石器や土器、そして前
6 世紀ごろから後 4 世紀まで、つまりギリシャ植民都市としてのビザンティオン時代からヘレ
ニズム、東西分割以前のローマ時代がこのセクションに含まれる。精緻な大理石像やテラコッ
タ像、墓碑、コイン、装飾品など、現在の旧市街周辺で発見された遺物が集められている。ほ
とんどがイスタンブル国立考古学博物館からの出品だが、いずれも保存状態が素晴らしい。 
 旧市街スルタン・アフメット・ジャーミーの西側にローマ競技場跡が残っており、ここに途
中から折れた 5 メートルほどの青銅製の柱が建っている。324 年にビザンティオンをローマ帝
国の新しい都にしようとしたコンスタンティヌス帝が、ギリシャのデルフォイにあるアポロン
神殿から運ばせた蛇の柱である。柱はかつて 8 メートルあり一番上に 3 匹の蛇の頭があったと
伝えられるが、その頭のひとつが展示されていた。前 479 年前後の作で、通常は国立考古学博
物館で見ることができる。 
 第 2 部は 4 世紀から 1453 年オスマン軍による陥落まで、ビザンツ帝国の首都としてのコン
スタンティノポリスが紹介される。このセクションではイコンや 2 枚折りの象牙製パネル、宝
石で飾られた聖遺物箱、聖書の断片、香炉などキリスト教関係の展示物が圧倒的に多い。確か
にイスタンブルは 15 世紀まで中世ヨーロッパだった。街中にジャーミーのミナーレ（尖塔）
が林立し、一日 5 回のエザーンが流れる現在のイスタンブルにいるとつい忘れがちだが、こう
いう展示を見ると改めてその事実を再確認させられる。 
 さすがにこのセクションだけはヨーロッパの名だたる博物館からの出品が多く並んでいる。
パリのルーブル美術館や中世（クリュニー）博物館、ビブリオテーク・ナショナル、ベネチア
のサン・マルコ大聖堂や国立考古学博物館、アテネのカネロプーロス美術館、ロンドンの大英
博物館、ベルリン美術館、バチカン美術館などである。かつてサン・マルコ大聖堂の宝物館を
訪れたとき、コンスタンティノポリスから持ち出された遺物がたくさんあって驚いたことを思
い出す。 
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 第 3 部がコンスタンティノポリス征服以降、オスマン帝国の首都としてのコスタンティニイ
エをクローズアップしている。この都市名はオスマン時代に正式名称として長く使われていた
が、同時に「イスタンブル」という呼び方も一般的だったといわれる。ここから先はいま現在
わたしたちに馴染みのある展示となり、宝石と金細工でびっしり埋まった食器や文箱、宝飾品、
コーランの写本、象眼細工の物入れ、細密画、シルクの織物などが並ぶ。イスラム・トルコ美
術博物館やトプカプ宮殿博物館の所蔵品が際立っている。 
 このセクションで興味を引くのは 18 世紀以降の風景画である。すべて西欧人画家の手にな
るもので、それまでイスラム世界にはなかった油絵具と遠近法を用いてイスタンブルの風景や
風物が描かれている。街並みが非常に美しい。絵画は写真と異なり作者の主観的な省略が可能
な世界だが、当時は現代のイスタンブルより整った街だったのではないかと思わせるものだっ
た。 
 
 こうして 2010 年夏の終わりから始まったわたしのイスタンブル滞在は、2011 年初秋まで続
いた。これは 2011 年 11 月 1 日に行われた人文科学研究所の定例会で報告した内容をもとに執
筆したレポートである。 
 
２．国民投票と総選挙 Halkoylaması ve Genel seçim 
 
 イスタンブルに到着して間もなく、国民投票が行われるということで街角には「賛成か反対
か」というポスターや旗があふれかえっていた。これは憲法改正のための国民投票で、改正の
主な内容は労働組合の権利拡大や社会的弱者に対する積極的差別是正策の保証、軍の政治干渉
を憲法違反とすること、司法機関の裁判官に国会が選任した裁判官を加え、「裁判官・検察高等
評議会」に法務大臣や行政官を参加させるといったことである1)。 
 トルコは 1923 年の建国以来、世俗主義を国是として西欧化を進めてきた。人口の 99％がイ
スラム教徒であるにもかかわらずこれが可能となったのは、建国の父ムスタファ・ケマル・ア
タテュルク Mustafa Kemal Atatürk に依るところが大きいが、それとともに軍と司法が世俗
主義の守護者として機能してきたからだ。たとえば、かつて軍は政治介入によってイスラム政
党による連立政権を崩壊させた。また、大学構内における女子学生のスカーフ着用解禁は憲法
裁判所で違憲判決が下され、提案した政党は解散させられるということがあった。 
 こうした状況のなかで、親イスラム与党の公正発展党AKPは軍と司法の政治的介入を抑え、
                                                          
1) 内藤正典「トルコ、憲法改正のための国民投票」、同志社大学グローバル・スタディーズ研究科、2010
年 9 月 14 日 http://www.global-news.net/article/contents/2010/09/post-20.html 
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国会や大統領の権限を強めることを提案し、憲法改正の是非を国民に問うたわけである。投票
はラマザン明けに 3 日間ある祭日の最終日、2010 年 9 月 12 日だった。この 3 日間はイスラム
教徒にとって重要な祭日で、多くの人が実家に帰省し親族が集まってお祝いをする。高い投票
率は期待できないだろう。この日はまた 1980 年に軍がクーデターを起こした日でもある。現
行の憲法はクーデター後の 1982 年に軍政下で制定されたものだった。街には「（賛成でも反対
でもなくそもそも）この日（の投票）に反対」という旗や「政党のためではなく民主主義のた
めに」といった旗も掲げられていた。 
 そのころ各国の友人たちとメイハーネ（居酒屋）で集まる機会があり、一同選挙権はないも
のの投票の話になった。一緒にいたトルコの友人が反対だと表明すると、そばで様子を見てい
た店員も話に割り込んできて自分も反対だと主張し、ふたりで意気投合するという場面があっ
た。 
 わたしの通っていた語学学校の授業でも投票に話が及んだが、そのときクラスを担当してい
た 40 歳代男性教員は「改正案 26 項目すべてを熟読して考慮する国民は少ない、しかもメディ
アは情報操作をして現政権に都合のいいことばかり報道する、しかし地方のあまり教育程度の
高くない人々はそういったことに気づかない、たいていの人はその日暮らしのことしか頭にな
く、トルコの将来や民主主義について真剣に考えようとはしない」などと恐ろしい剣幕でまく
し立てていた。都市部に住む知識層は憲法改正に反対する立場が圧倒的に多いように感じられ
る。 
 結果は賛成 58％、反対 42％、投票率は 78％だった。この結果を受けて「祖国に対する背信
行為だ」と憤慨する者から、「そのうちトルコはビールが飲めない国になるかもしれないよ」と
冗談めかす者まで、友人たちの反応はさまざまだった。 
 
翌 2011 年 6 月 12 日には総選挙が実施された。国民投票のときはそれほどでもなかったが、
総選挙となると各政党ともに盛大な選挙活動に余念がない。街頭宣伝車が街中を駆け回り、い
たるところにテントが出て通行人にビラやパンフレットを配り、人の集まる場所にステージを
組んで歌や踊りの合間に政策を訴える。めぼしい広場や通りには、小学校の運動会の時に見る
万国旗のような政党旗が幾重にもかけられ、お祭のような雰囲気になる。 
 とくに街頭宣伝車のやかましさがすさまじい。トルコの選挙カーは日本のように候補者名や
政党名を連呼するのではなく、スピーカーも割れんばかりの大音量で「党の歌」をがなりたて
て暴走するのである。日本の選挙カーも十分耳障りだが、それさえもおとなしく聞こえるほど
の暴力的な騒々しさだ。しかもその歌たるや軍歌風、演歌風、ポップス風、ロック風とさまざ
まなスタイルがあり、いずれもこれ以上ないというくらい威勢がよく勇ましい。1 台だけなら
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まだしもこれが数台かち合い、渋滞で車が動かなくなると想像を絶する状態になる。宣伝カー
の車体には党首のアップ写真が貼りついている。選挙活動が静かに行われる英国から来た友人
は、ある政党の軍歌風テーマ曲と党首の顔が恐ろしいと怯えきっていた。 
 結果は公正発展党 AKP が得票率 49.9％で 550 議席中 326 議席を獲得、世俗主義・中道左派
の共和人民党 CHP は得票率 25.9％で 135 議席、極右の民族主義者行動党 MHP が 13％で 53
議席、親クルド系無所属が 11.2％で 36 議席となった。与党の AKP は得票率を上げたが 341
あった議席を減らし、憲法改正に必要な 3 分の 2 以上の 367 議席を獲得することはできなかっ
た。投票率は 87％だった2)。 
 
３．非識字率 Okuma Yazma Bilmeyen Oranı 
 
 ここで別の角度から、選挙結果に関連する問題を見ておきたい。 
 トルコの義務教育は小学校 5 年、中学校 3 年の 8 年間で、この間が初等教育にあたる。公立
の場合男女共学で 1 学年から 8 学年まで同じ校舎で勉強することが多い。だいたい 6 歳から学
校に通い始めるが、日本のように一律ではなく 7 歳で小学校に行ったという若い人もいて多少
ゆるやかなようだ。中等教育は普通教育か職業技術教育かに分かれ、いずれも 4 年間の高校も
しくは訓練学校があり、その後高等教育として大学に行くというシステムになっている。技術
訓練学校には男女別の学校もあり、高等教育の大学および大学院は日本と同じ課程である。就
学前教育機関としての幼稚園はたいてい初等教育の学校内に併設されているが、必ずしもすべ
ての児童が通うわけではない。 
 2010 年度の就学率は、初等教育 98.41％（男子 98.59 ％女子 98.22％）、中等教育 69.33％（男
子 72.35％、女子 66.14％）、高等教育は 2009年度の統計で 30.42％（男子 31.24％、女子 29.55％）
となっている3)。 
 先に大学内における女子学生のスカーフ着用問題に触れたが、トルコでは教育施設内で女性
がスカーフを着用することは禁止されている。なぜなら初等教育から高等教育まで、トルコの
教育方針はムスタファ・ケマル・アタテュルクが建国時にモットーとした世俗主義という思想
を基本にしているからである。国家公務員も同様で官公庁内でスカーフを被ることはできない。
わたしたちは 2007 年の人文科学研究所総合研究調査旅行でマルマラ大学を訪問した際、大学
                                                          
2)「トルコ：総選挙の結果と今後の課題」、三菱東京銀行、2011 年 6 月 27 日 
http://www.bk.mufg.jp/report/ecostn2011/ldnreport_20110627-J.pdf#search='トルコ総選挙   三菱東京
銀行' 
3) Türkiye İstatistik Yılılığı 2010, T.C.Başbakanlık, Türkiye İstatistik Kurumu, Ankara, 2010.数字はい
ずれも実質ポイント。 
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構内に入る前にスカーフをはずし、代わりにかつらや帽子を被る女子学生がいるという話を聞
き、実際に洗面所でかつらを直している学生を見ていた。当時の文学部長が、教育の現場では
絶対にスカーフ禁止であらねばならないと語気を強めていたことを思い出す。 
 ところが 2010 年 10 月、大学構内における女子学生のスカーフ着用が解禁になったと伝えら
れた。国民投票で憲法改正案が支持された直後のことである。この問題は長年政界の問題となっ
ていたが、今回は高等教育機構 YÖK の決定により各大学に解禁が通達された。もちろんただ
ちにすべての大学でスカーフが解禁になったわけではなく、まだ禁止の大学の方が多い。解禁
の場合は授業をボイコットする教員が出てくる可能性も否めないという。 
 解禁の動きを民主主義的な信教の自由と見るか、世俗主義の国是に反する違憲行為と見るか
は立場によって異なるだろう。ただ、これを契機に逆にスカーフ着用が強制的になるのではな
いかと、イスラム色が強まることに世俗派は警戒心を強めている。 
 なお、全身を黒い布で覆い目だけ出しているニカブを着ている女性をトルコでも見かけるが、
彼女らはトルコ人ではなくアラブ人だと聞いた。目の部分もメッシュ状の布で隠すブルカはア
フガニスタンに多い。イスタンブル市内では地区にもよるが、スカーフを被らない人の方が多
いように見受けられた。 
 
2009 年度   都市別非識字率（％） 
 6歳以上  15歳以上 
都市 女性 男性  女性 男性 
シイルト Siirt 29.6  8.3  42.3 11.7 
ムシュ Muş 28.8  7.8  41.6 11.7 
アール Ağrı 25.8 11.0  39.0 11.0 
ハッカリ Hakkari 26.9 12.0  37.9 12.0 
ヴァン Van 27.0  7.7  37.6 11.0 
シャンルウルファ Şanlıurfa 25.9  7.3  36.7 10.7 
      
アンカラ Ankara  6.2  1.1   7.3  1.3 
イスタンブル İstanbul  6.7  1.4   8.0  1.3 
トルコ全土 12.1  3.0  14.7  3.6 
İstatistiklerle Kadın 2010 
http://www.scribd.com/doc/59140750/%C4%B0statistiklerle-Kad%C4%B1n-2010-Women-in-
Statistics-TU%C4%B0K より抜粋 
 
 2009 年度の都市別非識字率を見ると、女性の非識字率が高い都市はすべて南東アナトリアと
東アナトリアに集中している。先の国民投票の際、語学学校の教員が憤慨していたのは、おそ
らくこうした地域の人々のことだろう。 
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 これらの地方はイスラム色が強い地域で、人々は保守的な生活をしていると一般にいわれて
いる。この地方では、女性がスカーフを被らずに男女同席の場に出ることを恥とするイスラム
的な風習が強く残っている。とくに村落部にこの傾向が顕著で、年頃の娘はスカーフを被らず
学校に行くのを恥ずかしがり、両親もスカーフなしでしかも男女共学の学校に行くという「は
したないこと」を娘にさせたくない。場合によってはまったく学校に行かない、あるいは行か
せないというケースもあるようだ4)。 
 過去においてもたびたびスカーフ問題はあったが、そのたびに大学でスカーフが解禁になれ
ばスカーフを着用する女子学生にも門戸が開け、女子教育が拡大されるということが強調され
ていた。しかし大学以前の全教育課程において、スカーフ着用は認められていない。スカーフ
禁止が女子教育の妨げになっているとするなら、スカーフを着用する学生は大学入学以前の中
学や高校の段階で通学をあきらめることになる。トルコで女の子がスカーフを被り始めるのは
だいたいミドルティーンのころからだ。つまりスカーフを着用する生徒は義務教育を終えるか
終えないうちに学校に行かなくなる。先に挙げた地域では実際にこういう事態が起きていた。
この事実を差し置いて、なぜ大学だけが問題になるのだろうか。あるいは大学での解禁を受け
て、さらに中等教育や初等教育での解禁が議論されることになるのかもしれないが、詳細はわ
からない。 
 
 大都市や外国人旅行者の多い観光地にいると、こうした問題は見えにくい。エーゲ海や地中
海のリゾート地では若い女性がお臍を出して街を闊歩し、ビキニ姿で海水浴を楽しんでいる。
教育レベルでも生活意識においても、都市部と地方との格差があるのは歴然とした事実である。 
 語学学校の初級クラスのテキストに「都会と田舎」というテーマでそれぞれの地域やそこに
住む人々の紹介ページがあった。それは「田舎は自然に恵まれた環境で、人と人とのつながり
が強くゆったりとした人間らしい生活ができる」「都会は物価が高く居住環境も悪いが、病院や
文化施設が充実している」というステレオタイプのものでしかなかったが、実情は深刻だろう。
トルコにおいて生活様式の相違は、そのまま世俗主義かイスラム主義かという問題に直結する
からである。 
 単にスカーフを解禁にすれば地方でも学校に行く女子生徒が増え、識字率が上がるという単
純な事柄ではない。そこにはイスラム的生活習慣に根ざした人々の価値観、女子教育ばかりで
はなく女性の社会的位置に対する意識そのものの問題、あるいは経済的な問題もあるだろう。
                                                          
4) 星山幸子「トルコ農村社会における女性の劣位性とジェンダー分業－ “アユップ”の行為をとおして－」、
『国際開発研究フォーラム』24、2003 年。 
http://www.gsid.nagoya-u.ac.jp/bpub/research/public/forum/24/06.pdf#search='トルコ農村社会における
女性の劣位性' 
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現代トルコの抱える複雑な社会状況の一端が、スカーフ問題や非識字率の高さに象徴されてい
るように思われる。 
 
４．滞在許可証 İkamet 
 
 日本人がトルコに行く場合、3 ヶ月以内の滞在であれば目的を問わずビザは必要ない。それ
以上の長期滞在になるとビザはもちろん、現地で滞在許可証を取得しければならない。わたし
の場合はトルコ語の語学学校で 1 年以内にコースを修了することが渡航目的だったので、日本
で学生ビザを取得するところから始まった。 
 学生ビザの申請に必要なものは申請書、パスポート、写真、受け入れ校が発行する入学許可
書、現地で労働をしない旨を宣誓する誓約書、申請者が所属する団体の 2 名による推薦状、ビ
ザ取得料金である。かつて語学学校はしかるべき料金を払えば 1 年間の在学を認める入学許可
書を発行していたが、最近は最大 6 ヶ月までとなっている。また、学校によっては許可証をす
ぐ発行するところもあれば、いつまでたっても連絡のひとつも寄こさないところもある。渡航
して 6 ヶ月後に滞在許可証の延長手続きをすることも考え、わたしはこうした事務手続きが迅
速で教育プログラムが整っている語学学校を選んだ。 
 最初に、一連の必要書類をそろえて表参道にあるトルコ大使館に提出した。かつてフランス
に渡航する際、ビザ申請の段階で受付でさんざん待たされた挙げ句、窓口から書類についてさ
まざまなことを言われ、しかも申請後ビザが発行されるまでにかなり時間がかかって難儀した
ものである。実際にフランスに行ってみた後、同じような経験をした日本人がたくさんいるこ
とを知った。トルコの場合は窓口で待たされることもなく、必要書類の確認をしただけで何も
問題はなかった。申請して一週間後にビザが発行された。 
 ビザはこの他に観光、就労、インターンシップなど目的別に種類があり、それぞれ必要書類
が異なる。ドキュメンタリーフィルム撮影、遺跡発掘調査、水中考古学調査、博物館や図書館
研究の際にはそのためのビザの他に特別な許可が必要になる。ノアの箱船が流れ着いたといわ
れるアララット山 Ağrı Dağıはトルコ東部に位置するが、このアララット山登頂にも同様の許
可が必要である。 
 
 イスタンブル到着後すぐに滞在許可証のために準備を始めた。2010 年 8 月下旬のことであ
る。これは警察署の外国人課の管轄だが、少し前までは申請するために早朝から窓口に並び、
1 日にわずかな数しか発券されない整理券をもらってからやっと受付が始まるというシステム
だったと聞いている。整理券を手に入れるために長時間待っても、その日の分がなくなってし
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まえばまた翌日並び直さなければならない。当時は整理券を手に入れて申請者に売りつける輩
もいたらしい。 
 現在は外国人課のウェッブサイトにアクセスし、オンライン上で申請書を作ると同時に申請
日時の予約もできるようになっている。とはいえ予約が先まで一杯で、わたしの場合は申請の
ためのランデヴーがアクセスした日から 3 週間後の午後 2 時ということになった。窓口の混み
具合によってはこれが 1 ヶ月以上先になることもあり、こうしたことからもトルコに入国した
らただちに手続きを開始する必要がある。 
 申請書はウェッブ画面の表示に従って住所氏名、生年月日、国籍といった個人情報を入力し
ていくが、申請者の宗教や両親の姓名を書き込む欄もあった。最後まで入力した後、そのペー
ジをオンライン状態のままカラープリンターでプリントアウトする。これが申請書になり、ラ
ンデヴーの日時と予約番号も一緒に印刷される。そのため、あらかじめカラープリントできる
環境を整えてから外国人課にアクセスしなければならない。 
 申請に必要なものは、オンラインで作成した申請書、パスポート、パスポートの顔写真と番
号、有効期限の書かれたページとトルコ入国印が押してあるページのコピー、パスポート用の
写真 4 枚、受け入れ校が発行する在学証明書、両替証明書、許可証発行料である。両替証明書
は滞在 1 ヶ月につき 300 米ドル分をトルコリラに両替し、両替をした金融機関で発行してもら
う。かつてはトルコ国内の銀行口座の残高証明書が必要だったが、それが簡略化され両替証明
書でよいということになったようだ。 
 これらの書類をそろえて、イスタンブル市の場合は旧市街のアクサライにある警察署本部の
外国人課窓口に提出する。指定された日時に警察署に行ってみると、窓口は待合室から廊下ま
で人があふれている。電光表示板の現在受付番号を見ると、わたしの番はまだはるか先だ。イ
スタンブル市に住もうとするすべての外国人がこの窓口に殺到するわけだから、いくらあらか
じめネットで予約してあっても混雑するのは当然だろう。 
 構内には食堂やカフェもあるので、そこで学校の宿題をしたりお茶を飲んだりしながら時間
をつぶす。3 時間近く待ったところでやっと受付の順番が回ってきた。隣の窓口では若い東洋
人の申請者が担当者から何ごとかを早口でまくしたてられ、往生している。わたしの担当者は
ざっと書類に目を通すとサインをし、しかるべき窓口に行って発行料の 138 リラ5) を払うよう
命じ、支払いを済ませて戻ってくると許可証受け取りの日時を印した紙片を渡してくれた。こ
れで終わりかと念のためにたずねると、それまで仏頂面で仕事を処理していた担当者はニッと
笑い「そ、これでおしまい」と言い放ったのだった。あまりのあっけなさにいささか驚いた。 
                                                          
5) 1 トルコリラは 2010 年夏で約 60 円、2011 年夏には約 43 円だった。2012 年 1 月は約 41 円となってい
る。 
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 というのも、たとえばパリではあらかじめ指定された必要書類が正しくそろっていても、窓
口が記入事項の細部をあげつらって申請者を「尋問」し、さらに指定外の追加書類を要求した
りして、何度も足を運ばなければ受け付けてくれないことが多い。しかも担当者によって毎回
言うことや要求事項がさまざまに違う。申請手続きが完了するまでに数週間かかるのが日常茶
飯事で、場合によっては許可証取得を断念するケースもあると聞いていたからだ。 
 各国の事情もあるだろうが、あまりの対応の違いに茫然とした。聞くところによるとトルコ
では A 級国民や B 級国民などといったように、相手国に対して暗黙のうちに待遇の差があるら
しい。トルコと日本との関係は昔から良好なため、こういう役所関係の対応も比較的スムーズ
にいくのかもしれない。 
 フランスでは滞在許可証取得の条件として健康診断が義務づけられていたが、トルコではそ
の必要もなかった。警察署の廊下で「整理券は無料で配布」というような張り紙を見た。ネッ
トによる予約システムが導入される以前の名残だろう。以上のプロセスを経て、申請 5 日後に
冊子状の滞在許可証を手にすることができた。 
 
 この後 2010 年 11 月から滞在許可証システムにさらなる改良が加えられ、諸手続きは申請者
が居住する地域の警察署でできるようになった。アクサライに集中していた全申請者が各地域
に分散されたわけだ。当然ランデヴーが数週間先まで一杯ということもなく、窓口で延々と順
番を待つこともない。2011 年 4 月に延長手続きをしたときは、ウェッブサイトにアクセスした
翌日に予約が取れ、窓口で待つ人は誰もいなかった。手続きをする警察署もわたしのアパート
からバスで 10 分と近くにある。さらに窓口の担当者はたいへん人情に篤く、こちらが日本人
とわかると東日本大震災のことをたずねられ、家族や友人の安否をしきりに心配された。震災
からちょうど 3 週間が過ぎたころだった。 
 大震災に関していえば、日本で地震が発生した直後からトルコのテレビで一斉に報道されて
いた。日本とトルコとは 7 時間の時差があり、地震が起きた日本の午後 2 時すぎはトルコの午
前 7 時すぎにあたる。朝のニュースを見て心配した友人から当日の午前中に電話がかかってき
て、初めてわたしはそのことを知った。あわててテレビをつけると、当時トルコはリビアのカ
ダフィ問題で持ちきりだったが、それを抑えて日本の震災がトップニュースで報道されていた。 
 以来街を歩くと見知らぬトルコ人から頻繁に話しかけられ、日本の状況や家族のことなどを
気遣われた。なかには「お悔やみ申しあげます」と流暢な日本語で声をかけてくる人や、礼拝
の時に参列者全員で被災者と日本の復興のために祈りを捧げたと話してくれる人もいた。東京
も津波の被害に遭ったのではないかと考える人が多く、東京は無事だと話すと怪訝そうな顔を
されることが再三あった。不思議に思っていたが、しばらくしてテレビを見ていて気がついた。
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トルコで報道される日本地図を見ると、地図が小さいため福島は東京のすぐ上に見える。日本
はトルコの半分程度の面積しかない。南北縦に長い小さな日本で、東京のすぐ北に福島がある
と思われても仕方がないことだろう。地震直後にイスタンブルに来た日本人によると、テレビ
で放映されている災害の映像は日本で見るものとだいぶ違うということだった。 
 
 ビザにさまざまな種類があるように、滞在許可証にも多くのタイプがある。就労、留学、観
光、スポーツ、文化芸能の公演、軍関係、トルコ人の家族を訪問、コーラン研究などの他にな
ぜかサーカス興行というものもあり、それぞれ取得の条件が異なっている。とくに明確な目的
がない場合は単なる「長期滞在」という名目になる。わたしが 4 月に延長した時は学生ビザが
すでに切れていたため、この「長期滞在」で延長したが問題は何もなかった。 
 
５．ラマザン Ramazan 
 
 イスタンブルの夏は日中の日射しが強く気温は 30 度を越えるが、日本に比べて湿度が低い
せいか木陰に入るとしのぎやすい。日陰になっている公園の植え込みに寝転がり、昼寝をする
人をよく見かける。日が落ちるととたんに涼しくなり、暗くなってから外に出てそぞろ歩きを
楽しむ人が多い。 
 2010 年 8 月にイスタンブルに到着したとき、すでにラマザンが始まっていた。ラマザンは
イスラム暦の第 9 月にあたり、このひと月間イスラム教徒は修行の一環として日の出から日没
まで断食をする。食べ物だけでなく水も飲まず、煙草も吸わない。妊婦や病人、老人や子供は
断食しなくてもよい。地方によっても異なるだろうが、トルコでラマザン月に断食をするのは
全体の約 3 分の 1、最初の数日間もしくは数週間は実行するが途中であきらめるという人が 3
分の 1、残り 3 分の 1 が初めから断食をしないといわれる。地方では日中は飲食店が閉まって
しまい旅行者が難儀することもあるらしいが、イスタンブルではまったく困らない。食堂も屋
台も通常通り開店しており、まれにジャーミー近くで閉まっている食堂がある程度だ。 
 2010 年のラマザンは 8 月 11 日から 9 月 9 日までだった。イスラム暦は 1 年に 11 日早くな
るので翌年は 8 月 1 日から 8 月 29 日までとなる。夏場の断食は気温が高く日照時間が長いた
め、冬場よりも大変だろう。しかしラマザンは苦しいことばかりではない。1 日の断食の後に
はさまざまなお楽しみが控えているからだ。 
 スルタン・アフメット・ジャーミーやベヤズット・ジャーミーといった大きな寺院では、ラ
マザン中に境内や周辺の広場に屋台が出て大いににぎわう。小麦粉を練って油で揚げシロップ
に浸した伝統的なお菓子、ドライフルーツやナッツ、アイスクリーム、極彩色の水飴、綿菓子、
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シェルベット şerbet と呼ばれる冷たいシ
ロップなどが並んでいる。シェルベットはオ
スマン時代から伝わる清涼飲料水で、香辛料
や果物などから作られる。高価な香料を用い、
氷室に保存している氷で冷やした贅沢なシェ
ルベットは王族の飲み物だった。これが後に
西欧諸国で流行したシャーベットの源流と考
えられている。 
 各地の伝統工芸品や食品を売る店、装飾ア
ラビア文字を模した字体で紙や記念品に名前を書いてくれる店もある。コンサートやマジック
などのアトラクション、時代劇風のコスチュームをまとった芸人も現れ、興奮した子供たちに
囲まれて撮影会が始まる。寺院周辺は連日遊園地のような状態になるのである。 
 ラマザン中はこういった主要なジャーミーに夕方ごろから信者が集まり始める。家族連れで
あることが多く、それぞれ用意した断食明けの食事をたずさえ、広場や植え込みに敷物を敷い
て陣取る。飲み物のふたを開け、弁当箱を広げ、ちょっとしたピクニック気分で日没を待つの
である。スルタン・アフメット・ジャーミー前の広い敷地はこうした人々で占拠され、立錐の
余地もない。イスタンブルには野良犬や野良猫が多く、普段は広場周辺を我が物顔で闊歩して
いるが、この時期ばかりはなりを潜めている。寝そべったりうろうろ歩き回ったりする空間が
人で埋まっているからである。 
 日没の時刻になると寺院のミナレットにかかった電飾に明かりがつき、日没を知らせる合図
が流れる。その時を全員が固唾をのんで待ち、合図の第一声が聞こえたその瞬間にはもはや口
の中に何か入っている、という状態になる。暑い時期は食べ物を口に運ぶ前に、まず水を飲む
 
 
 
 
 
 
 
 
広場で日没を待つ人々 
 
 
 
 
 
 
 
 
 お菓子 シェルベット売り 
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人が多い。それから盛大に食事が始まる。敷地一杯にひしめく人々が一斉に食事を始める光景
は、なかなか壮観なものだ。お腹いっぱい食べた後、縁日を冷やかしながら夜遅くまでにぎや
かに過ごすのが恒例となっている。こうした祝祭的な光景がほぼ 1 ヶ月、毎晩続く。 
断食明けの食事をイフタル iftar というが、ラマザン用の特別な料理があるわけではない。
通常の 1 日分の食事が一斉に出そろうという感じで、白いチーズやオリーブ、前菜、スープ、
チーズ入りのボレッキ börek というパイ、野菜料理、肉料理、米料理、お菓子、果物等々が食
卓に並ぶ。ホテルや街のレストランでは、イフタルのためにコース料理を用意するところもあ
る。特別料理はないが、ラマザンの時期には牛乳と薔薇水で作るギュルラッチ güllaç というお
菓子が好んで食べられる。また、ラマザン・ピデシ ramazan pidesi という特別なパンが出回
る。直径 30 センチぐらいの円盤状に焼いたパンで、夕方近くなるとこれを求める人々がパン
屋に行列を作る。焼きたては柔らかくふんわりしておいしい。 
ジャーミー近くの食堂では振る舞い料理を出す店もあり、そういう場所には長蛇の列ができ
る。テレビでは毎日ラマザン番組があり、各地の寺院や日没後の振る舞いの様子を実況中継し
ていた。日本の約 2 倍の面積があり東西に長いトルコでは、日没時間が地方によって微妙に違
う。その 1 分 1 秒の差のために、画面に各地の正確な日没時間が表示されているのである。 
ほぼひと月にわたる断食が終わると、イスラム教で重要な宗教行事のひとつ、砂糖祭 şeker 
bayramıが始まる。儀礼としては 3 日間だけだが、実際にはその前後も含めて 1 週間程度の休
日になる。この時期はほとんどの人が帰省し、親族一同が集まって一族の家長に尊敬を払い、
お菓子やご馳走三昧でにぎやかに過ごす。子供たちにはお菓子やお金が配られ、日本のお正月
に似た雰囲気になる。近年は帰省せずに旅行を楽しむ人たちも増えてきているようだ。いつも
交通渋滞がひどいイスタンブルも、この時ばかりは道路が空いて快適に過ごせる。 
ところで、ラマザン中は夜中に太鼓を打ち鳴らしながら大声で歌を歌って歩く人物が往来に
出没する。赤、黄、緑等のカラフルな縦縞模
様が入った民族衣装を身につけ、頭には房の
ついたトルコ帽を被り、首から下げた太鼓に
は電飾が光っている。これは 1 日の断食に備
えて夜明け前に食事をする人々を起こすため、
毎晩町内を練り歩くモーニング・コールのよ
うなものだ。寝ている者を起こすわけだから、
その太鼓と歌は十分にやかましい。あまりに
うるさいため禁止されている地域もあるとい
うが、わたしのいたアパートの周辺ではまだ
 
 
 
 
 
 
 
 
演奏家集団 
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行われていた。この時は夜明けの 2 時間ぐらい前の午前 2 時前後にやって来て、毎晩たたき起
こされる。しかし窓から外を見ると、彼が回ってきたからといって部屋の明かりが灯る家はほ
とんどなかった。 
ラマザンが終わり砂糖祭が始まると、その日の午前中にこの太鼓演奏者と他数名が一団と
なって町内を練り歩き、角々の家の前に立ち止まっては一節うなっていく。門付けをしている
わけだ。彼らは祭の他にも婚約式や結婚式、割礼式などに呼ばれ、歌や踊りを披露するプロの
演奏家集団だったのである。 
 
６．イスタンブルのクリスマスとサンタクロース İstanbul'daki Noel ve Noel Baba 
 
トルコは人口の 99％がイスラム教徒だが、
歴史的経緯からイスタンブル市内にはキリス
ト教教会やシナゴーグが数多く残されている。
キリスト教教会はギリシア正教のコンスタン
ティノープル世界総主教座を初め、ロシア正
教、アルメニア正教、シリア正教、ブルガリ
ア正教といった東方正教会、カトリック、プ
ロテスタント等、各宗派の教会を見ることが
できる。 
12 月になると、新市街の中心にあるタクシ
ム広場や一大繁華街となっているイスティクラル通りは華やかなイルミネーションで飾られ、
このあたりを走る観光用のレトロ路面電車にはスパンコールでできた大きな赤いリボンがかけ
られる。しかしそれらはとくにクリスマスのための装飾ではない。イスラム教徒にとってクリ
スマスも新年も祝い事の対象ではなく、新年は元日が休日になるだけで翌日からは通常の生活
に戻る。とはいえホテルや欧風料理を出すレストランなどではクリスマスツリーが置かれ、街
角の花屋には緑色の柊の葉と赤い実のブーケが並ぶ。イルミネーションには「新年おめでとう」
という文字が点滅する。何か楽しそうな雰囲気があれば、それでいいのではないかということ
らしい。 
年が明けてもツリーはそのまま飾られ、サンタクロースに扮装した商店の呼び込みがいたり
する。12 月 24 日が過ぎたとたんにお正月の準備に入る日本の感覚からすると、新年のクリス
マスツリーはいかにも間が抜けて見えるが、トルコではごく一般的な光景だ。なかには年が明
けてからクリスマスが来ると思っているトルコ人もいるほどである。しかしヨーロッパでは年
 
 
 
 
 
 
 
 
年末のタクシム広場 
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が明けるまでクリスマスの儀式が続くことを
思うと、トルコのこうした様子はそれほど奇
異なことではない。ロシア正教ではユリウス
暦を採用しているため、1 月 7 日にクリスマ
スを祝うということを語学学校で一緒だった
ロシア人学生が話していた。 
語学学校には各国から来た学生が集まって
いるが、ドイツやオーストリア、フランスと
いった近い国から来た学生はクリスマス休暇
を自国で過ごすため一時帰国する者が多い。
12 月も半ばを過ぎるころ教室は閑散としてくる。居残り組で各国のクリスマス事情について話
しているうちに、ブラジル人からミサに一緒に行かないかと誘われた。異教徒でも列席できる
という。クリスマス・イブの晩にブラジル人、オーストラリア人、タイ人、トルコ人、日本人
という混成チームで教会に行ってみることになった。 
聖アントニー・カトリック教会 San Antuan Kilisesi はイスティクラル通りにある。折しも
金曜日の晩ということもあり、通りは大変な混雑だ。教会の敷地内でも人がごった返し、玄関
で押し合いへし合いしている。堂内はすでに満員で、椅子に座れなかった参列者が立ったまま
説教を聞いている。欧米人が多かったが、トルコ人の姿もかなり見られた。 
参列者には入口で賛美歌や聖書が引用された印刷物が渡される。外国人用に英語で書かれた
ものもある。ミサはトルコ語と英語で行われ、賛美歌はそれぞれ自国語で歌っている。この教
会には立派なパイプオルガンが設置されているので合唱にはそれを使うのかと思っていたら、
内陣脇にドラムスやベース、ギターといった現代楽器を使う楽隊がひかえていて演奏を始めた。
伴奏楽器が違うと賛美歌もだいぶ雰囲気が違って聞こえる。遠目に見るとアフリカ系の民族衣
装をつけた人々が演奏しているようだった。 
ミサが終わってからみんなでワインでも飲もうということになり、近くのメイハーネへ繰り
出した。クリスマスのミサとはこういうものかと訊ねてみたが、ブラジル人以外はカトリック
のミサに列席したことがないためはっきりしたことはわからない。寒い晩のことで、これで雪
でも降れば生まれて初めて本当のホワイト・クリスマスになると当のブラジル人はうれしそう
だった。 
帰りにもう一度教会に寄ってみた。12 時を回るというのに信者がひっきりなしに出入りして、
ミサの時と変わらぬ混みようだ。しかし今度はリズミカルなアフリカ音楽がにぎやかに鳴り、
ダンス会場のような雰囲気である。先ほど賛美歌の伴奏をしていた楽隊が、自国の音楽を演奏
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しながら踊っている。つられて踊る人がいた
り、たいへんな騒ぎの中で灯明をあげている
人もいる。ヨーロッパで見たクリスマスの教
会風景とはあまりにも違う展開に驚いた。毎
年こういう状態なのかどうかわからないが、
他の国では見ることのできない独自なミサで
あったことは間違いないだろう。 
 
トルコでサンタクロースはノエル・ババ
Noel Baba つまり「クリスマスのお父さん」
と呼ばれている。子供たちに人気のサンタクロースは実はトルコ生まれだった。海外からも観
光客が訪れる地中海のリゾート地アンタルヤの西にパタラという小さな町がある。美しい砂浜
が続き、ウミガメが産卵に来るほど自然が残されている町だ。サンタクロースのモデルとされ
る聖ニコラウスは 3 世紀ごろパタラに生まれ、そこから 80 キロ離れたデムレ Demre で没した
実在の司教である。 
デムレの町には聖ニコラウス教会 Noel Baba Kilisesi があり、343 年 12 月 6 日に亡くなっ
たニコラウスはここに埋葬された。この日はニコラウスの聖名祝日になっている。その後 1087
年にイタリア人が聖遺物を本国に持ち去ってしまったが、1959 年の発掘調査の際に歯が発見さ
れ、現在アンタルヤ考古学博物館に展示されている。度重なる地震で破損の激しかった教会は
ロシア正教会によって修復され、壁のフレスコ画や床のモザイクを見ることができる。ニコラ
ウスの遺体が納められていた石棺は、いまも堂内に安置されている。 
このデムレに行ったことがある。町自体は 1 万 5 千人ほどの町だが、教会の他にリキア時代
の岩窟墓やローマ時代の劇場といった遺跡があるため訪れる観光客は多い。とりわけロシア人
聖職者や信者が多くやって来ることから、町中ではロシア語表記の看板が目につく。アンタル
ヤには昔からロシア人観光客が多かったことも関係しているのかもしれない。 
近年は「国際サンタクロース・ウェディング・フェスティバル」と称するイベントがニコラ
ウスの命日前後に開催され、海外から招待されたカップルがこの教会で挙式をするというツー
リスティックな企画もあるようだった。 
 
７．音楽事情 Müzik durumu 
 
ヨーロッパと同じように、トルコも秋から翌年の春先までは音楽会のシーズンである。イス
 
 
 
 
 
 
 
 
デムレにある聖ニコラウスの棺 
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タンブル市内のコンサートホールやオペラハウスでは、この期間さまざまな演奏会が行われる。
また、エフェスやアスペンドスといった地方にあるローマ遺跡の劇場では、夏にジャズやオペ
ラ、ロックなどのフェスティバルも催されてにぎやかだ。 
チケットは市内にいくつかあるビレティックス Biletix というチケット販売店で購入する。
ビレティックスはサッカーの試合から芝居まで幅広いジャンルのチケットを扱っているが、設
定されたチケット料金にいくらか手数料が上乗せされる。クラシックの音楽会は特定のホール
で定期的に開催されることが多いので、ホールに常設しているボックス・オフィスでも買うこ
とができる。イスタンブル文化芸術財団 İstanbul Kültür Sanat Vakfıといった団体が主催す
る場合は、主催元のオフィスでもチケットを扱っている。 
 
・アヤ・イリニ教会のコンサート Aya İrini Kilisesindeki konserler 
旧市街にあるアヤソフィア博物館の裏手、トプカプ宮
殿の前庭の一角にアヤ・イリニ教会がある。これは 4 世
紀初頭に建てられたイスタンブルでもっとも古いビザン
ツ教会で、初期の東方正教総主教座が置かれていた。た
びたび火事や地震で破損したため、さまざまな時代に修
復が繰り返されている。オスマン時代には武器弾薬庫
だったが 1939 年からは博物館となった。ただし残念な
がら普段は閉まっていて内部に入ることはできない。と
ころが意外なことに、ここでたびたび音楽会が開かれて
いた。コンサートと歴史的建造物の見学が同時にできる
いい機会なのでぜひ行ってみたかったが、肝心の音楽会
情報がなかなか手に入らない。やっとその機会がめぐっ
てきたのは 2010 年 10 月 8 日のことだった。 
演目はオルフの「カルミナ・ブラーナ」、指揮は英国人のアンドリュー・グリーンウッド
Andrew Greenwood、演奏は国立イスタンブール交響楽団 İstanbul Devlet Senfoni Orkestrası、
歌手にシレル・ヤクプオール Sirel Yakupoğlu（ソプラノ）、エルデム・エルドアン Erdem 
Erdoğan（テノール）、タメル・ペケル Tamer Peker（バリトン）と国立アンカラ合唱団 Ankara 
Devlet Korosuというラインナップだ。語学学校在学中だったのでチケットは学割で5リラだっ
た。通常のチケットは 20 リラから 50 リラ程度だったように思う。日本の音楽会に比べるとは
るかに安いが、トルコの物価水準からするとやや贅沢な催しとなるだろう。 
当日は暴風雨だったにもかかわらず、午後 8 時の開演間近の客席は満員である。西洋古典音
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楽の演奏会の場合、聴衆の年齢層は高めで立派な身なりをした人が目につく。夫婦連れが多い
のはヨーロッパと同じだ。会場は床がでこぼこした石造りのため、客席に並べられたパイプ椅
子に座ると不安定な上、パイプの脚が石にこすれて雑音が出る。音楽を聴く環境としては必ず
しもいいとはいえない。 
演奏は素晴らしかった。打楽器と管楽器の迫力ある音が耳に残っている。教会でオーケスト
ラの演奏を聞くと反響しすぎて音が混濁するという欠点があるが、人の声はたいへん美しく聞
こえる。とくにこの時はテノールと合唱が見事だった。 
翌年 6 月 10 日のコンサートでは、イスタンブル音楽祭 İstanbul Müzik Festivali の一環と
してギドン・クレーメル Gidon Kremer 率いるクレメラータ・バルチカ Kremerata Baltica が、
アルトゥール・ルリエ、ショスタコヴィッチ、「グレン・グールドへのオマージュ」としてバッ
ハのゴルトベルク変奏曲の編曲版を演奏した。こちらのチケットは 90 リラから 150 リラで学
生は 20 リラ、2 階のバルコン席は破格の 200 リラだった。 
クレーメルは鋭角的かつ前衛的な現代音楽の名手である。難解といわれるヨーロッパの現代
音楽がトルコの人々にどのように受け容れられるのだろうか。やはり演奏が始まってしばらく
すると、居眠りする人や居心地悪そうにしている人がいる。聴衆の目当てはプログラム最後の
バッハである。前半退屈していた観客も、最後にはたいへん熱心に聞き入り盛大な拍手を送っ
ていた。 
先のオーケストラの時は音の混濁が気になったが、楽器編成が小さい場合非常にいい具合に
反響する。クレーメルの繊細で鋭いヴァイオリンソロは、音響にこだわった日本の室内楽専門
ホールで聞くと途切れない緊張感をもって聞こえるが、ここではホール音とともに豊かな奥行
きをもって響く。これからの現代音楽の表現において、ひとつの可能性がこういうところにあ
るかもしれない 
この教会は円蓋バジリカ様式で、ドームの直径は 15 メートル、高さは 35 メートルあり、半
円形の後陣上部に金色の十字架が描かれている。他に装飾らしいものはない。堂内の薄暗い片
隅に、かつて使われていた鐘が置かれている。アトリウムを囲む回廊の壁にモザイク画の断片
が展示されており、そこだけが博物館らしい印象を与えていたが、音楽を目当てに来た観客は
ほとんど誰も関心を払っていなかった。 
 
・コンサートホール Konser salonu 
アヤ・イリニ教会のコンサートは単発的なイベントの時に限られているが、シーズン中ほぼ
連日何かしらやっているホールもあった。ジェマル・レシット・レイ・コンサート・サロン Cemal 
Reşit Rey Konser Salonu である。ここは 1989 年に設立されたイスタンブル市で最初の音楽専
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用ホールで、トルコ現代音楽のパイオニア的作曲家ジェマル・レシット・レイ（1904-1985）
の名を冠している。座席数は 860 席で、室内楽鑑賞にふさわしいホールだ。新市街のタクシム
広場に近く、自宅からも歩いて 10 分足らずだったため、ここにはずいぶん通うことになった。 
スケジュール表を見ると、西洋音楽からトルコ伝統音楽、ジャズ、ダンス等、実に幅広いジャ
ンルのプログラムが並んでいる。たとえばフィルハーモニア・カルテット・ベルリン、ミラノ・
スカラ座室内管弦楽団、アントニオ・ガデス舞踊団、マンハッタン・トランスファー、チック・
コリアなどといった顔ぶれが見られた。 
チケットの料金体系はだいたい 10 リラから 25 リラというのが一般的で、ワールドワイドで
著名な出演者の場合最高で 50 リラから 80 リラとなる。だいぶ前に建設されたホールのため、
それほど音響に優れているというわけではない。どちらかといえばデッド気味に感じられるが、
巨大なホールではないので直接音も耳に届き、どのクラスの席でも音楽を鑑賞するには十分で
ある。 
特筆すべきは客席の造りで、体格のよいトルコ人向けなのか前の座席とのピッチが非常に広
い。椅子の左右に肘掛けがついているが、隣の座席にある肘掛けとの間が 5 センチも空いてい
る。つまりそれぞれの座席が一個の独立した肘掛け椅子になっているわけだ。日本の音楽会会
場の場合、肘掛けは隣の座席との単なる仕切りでしかなく、各椅子に 2 つずあるわけではない。
左右から越境してくる肘に閉口することもままある。それに比べるとこのホールの椅子は広く
て大きく、文字通りサロンのそれのようだ。 
しかしゆったり座れるのはいいが、小柄な日本人が深く腰かけると跳ね上がり式の椅子のた
め座る部分が水平にならず、おしりが落ち込んでしまう。おまけに足が床に届かない。中途半
端に体をずらせて背もたれに寄りかからなければならない。左右に余っている椅子の空間に手
荷物や上着などを詰め、それをクッション代わりに体を少し斜めにして座ると具合がよろしい
ということにほどなく気がついた。 
通っているうちにもう一つ気づいたことがある。出演者によって入場者の数に差がありすぎ
るということだ。実力も名声も十分にあり、世界的にメジャーな一流の演奏家でも聴衆が 40
人程度ということがある。たとえばエマーソン弦楽四重奏団 Emerson String Quartet は近・
現代音楽を得意とするアメリカのベテランカルテットだが、彼らの時がそうだった。一方で国
立イスタンブル・トルコ古典音楽合唱団 İstanbul Devlet Klasik Türk Müziği Korosu はシー
ズン中数回登場したが、いずれも九分通りの入りとなっていた。 
トルコにはオスマン宮廷音楽の流れを汲む「芸術音楽 Sanat Müziği」と呼ばれるジャンルや、
宗教色の強い伝統音楽があるが、こうした音楽会は非常に人気があり、チケットも早くから売
れ満員に近くなる。西洋古典音楽、とくに編成の小さい室内楽の場合観客は少なく、あるとき
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は舞台の上に演奏家が 15人、舞台の下に聴衆が 20人ということもあった。聴衆が少ない場合、
開演前に係員からもっと前の座席に移るようにうながされる。適当に混んでいても、空いてい
る席であれば移動しても問題はない。 
もちろん西洋音楽でも満員になり、補助席が出され、さらに入りきれない観客が会場内の階
段に腰かけて鑑賞するという事態になることもある。今回の滞在以前の 2009 年のことだが、
12 月 12 日に同じホールでフィリップ・グラス Philip Glass が 1990 年代の作品を中心に演奏
するというコンサートがあった。グラスは人気のあるアメリカの現代音楽作曲家で、自分のオー
ケストラを率いてピアノ演奏をすることが多く、たびたび来日もしている。このときはピアノ
ソロだけで休憩もなく延々と 2 時間、時折ぼそぼそと曲の紹介などをしながらピアノを弾き続
けていた。この演奏会のときに会場は若い聴衆であふれ、熱気に満ちていた。とはいえグラス
の音楽をまったく知らずに来てしまったらしく、始まって 30 分ほどで席を立つ観客もちらほ
ら見られた。チケットは 17 リラだった。 
ミニマル音楽ということでいえば、英国のマイケル・ナイマン Michael Nyman 率いるナイ
マン・バンドも 2011 年 4 月 15 日にここで演奏している。このときは休憩時間にナイマン本人
がホワイエをうろうろしていて驚いた。写真を撮ってもいいかと訊ねたら快諾され、わたしも
一緒に記念写真を撮ってしまった。気むずかしそうな人物に見えたが、意外と気さくな人柄の
ようだ。この時もグラス同様熱狂的に聴衆に迎え入れられていた。 
演奏後の拍手も国によって特徴がある。トルコでは最初はばらばらに手を叩いているが、そ
れが徐々にそろい始め、最後には満場一致の手拍子となる。しかもそのテンポがどんどん上がっ
ていく。これ以上早くならないというところで、たいてい演奏者が再び舞台に現れ、手拍子が
また拍手に戻る。優れた演奏だと、演奏後の拍手は即座に手拍子になる。集中を欠く演奏と思
われる場合、拍手はあるが手拍子にはならない。会場の一体感があり、聴衆の評価も反映され
て興味深い。グラスやナイマンの場合はこうした熱烈な手拍子とともに口笛や指笛、歓声も加
わって大騒ぎだった。 
 
・ファズール・サイ Fazıl Say 
トルコ出身のピアニスト兼作曲家にファズール・サイがいる。日本ではファジル・サイと呼
ばれるが、現地では「ファーズール」という発音に近い。たびたび来日しており、2006 年に東
京のコンサートに行った時は、独自の演奏スタイルと音楽表現、ゆたかな才能に衝撃を受けた。
イスタンブルを拠点に活動しており、2010 年末にファズール・サイ・フェスティヴァルと称す
る連続演奏会が市内で行われた。 
これはトルコの私企業ボルサン・ホールディングスの文化芸術部主催で、この企業が持つボ
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ルサン・イスタンブル・フィルハーモニー管弦楽団 Borusan İstanbul Filarmoni Orkestrası
や弦楽四重奏団、他のゲストとの共演である。コンサートは複数の会場で行われたが、そのう
ちのルトフィ・クルダール国際会議展示場 Lütfi Kırdar Uluslararası Kongre ve Sergi Sarayı
の演奏会に行ってみた。ここのメインホールは座席数 2000 の多目的ホールで、ジェマル・レ
シット・レイ・コンサート・サロンの隣にある。この一画は近年イスタンブル市のモダンな劇
場もでき、一大文化芸術センターといった様相を呈している。 
12 月 23 日はモーツァルト「後宮からの逃走」序曲、プロコフィエフ「ロミオとジュリエッ
ト」からの抜粋、サイ作曲のヴァイオリン・コンチェルトとピアノ・コンチェルトというプロ
グラムだった。ヴァイオリン・コンチェルトはソリストがモルドヴァ出身のパトリシア・コパ
チンスカヤ Patricia Kopatchinskaja。彼女のために 2007 年に書かれた「ハーレムの千一夜
Haremde 1001 Gece」が演奏された。30 分近くの大曲である。ピアノ・コンチェルト「ニル
ヴァーナは燃えている Nirvana Yanıyor」は 2010 年に作曲され、ザルツブルグ音楽祭で当人
が初演した。今回はイスタンブル初演となる。指揮はオーストリア人でこのオーケストラの音
楽監督サッシャ・ゲッツェル Sascha Goetzel だった。 
12 月 25 日はガーシュウィン「ラプソディ・イン・ブルー」のサイ・ヴァージョンとサイ作
曲「イスタンブル交響曲 İstanbul Senfonisi」である。この交響曲は 2009 年に作曲され、トル
コではこの時が初演となった。イスタンブルには 7 つの丘があるといわれるが、それに倣って
7 つの楽章からなり、街のさまざまな情景が描かれる。トルコの伝統楽器である縦笛のネイ ney
や、台形の木箱に弦を張った箏に似る撥弦楽器カーヌーン kanun なども使われていた。指揮は
オーケストラの名誉指揮者ギュレル・アイカル Gürer Aykal。 
サイ自身が作曲した作品を実際に聴いたのは、このフェスティヴァルの時が初めてだった。
曲想は後期ロマン派に東洋的な音階を加味した独特の音楽である。しかしトルコの伝統楽器を
使っているにもかかわらずオリエンタルな要
素が控えめなため、かえってそれが全体の流
れの中で際立ち、深い印象と余韻を与えてい
る。非西欧圏の作曲家の場合、ともすれば自
国の伝統的な音楽を前面に出しすぎ、その結
果西欧の楽器や奏法と齟齬が生じるというこ
とになりがちだが、彼の場合それをまったく
感じさせない。このあたりのバランス感覚に
サイ一流のセンスの良さが反映されている。
ただしそのことによって逆に、トルコ人によ
 
 
 
 
 
 
 
 
演奏を終えたファズール・サイ 
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るトルコの音楽であるにもかかわらず「西欧の側から見たトルコ」という、いわゆるオリエン
タリズム的視点に限りなく近づいている印象も否定できない。 
2 日とも満員だった。舞台には花が飾られ、開演前のホワイエではドレスアップした人々が
談笑し、フェスティヴァルにふさわしい華やかな雰囲気に満ちている。演奏が終わると嵐のよ
うなスタンディングオベーションだ。トルコの人々はこの若い天才を誇ってよいだろう。チケッ
トは 23 日が 200 リラ、25 日が 250 リラという現地の常識では考えられない高さだったが、そ
れをはるかに上回る優れた音楽に触れることができた。 
 
・街の音楽 Sokaktaki müzik 
音楽を聴くにはコンサート会場へ行くばかりではない。街にはライブハウスが数え切れない
ほどある。イスティクラル通りを脇に入った小路にジャズやポップス、フォークなど各種音楽
のライブをやっているクラブやバーがひしめき、一帯は夜遅くまでにぎやかだ。どこもアルコー
ルを置き、店によってはきちんとした料理を出すところもある。 
なかでも「民謡酒場」とでも言うべき店が興味深い。こうした類の居酒屋はおおむね狭く、
壁際に作りつけの長椅子がしつらえてあり、傾いたような木製の椅子やテーブルが所狭しと置
かれている。羽目板の壁にはキリムの壁掛けなどが飾られ、伝統的な田舎家の雰囲気を演出し
ている。店内の小さなステージで誰でも知っている有名な演歌や民謡を演奏し、客は盛り上がっ
て曲に合わせて踊ったり歌ったりして楽しむ。日本で民謡というと地方に住む年配の人々が愛
好する土地の音楽という印象が強いが、イスタンブルでは年齢や性別に関係なく老いも若きも
こういう居酒屋に繰り出して大騒ぎするのが大好きだ。 
また、とくにライブ音楽を売り物としない普通のメイハーネやレストランでも、4、5 人の楽
士一団が各テーブルを回って演奏を聞かせるということもある。こうした楽団は観光客が多い
場所でよく見かけるが、必ずしも観光客向けというわけではない。繁華街からはずれた地域で
地元の人しか行かないような店でも楽団が入り、店内大合唱になったりする。 
メイハーネではビールの他にラク Rakı というトルコの地酒を飲むことになっている。これ
は葡萄から作られた甘口の蒸留酒でアニスの香りが強く、水で割ると白濁する。フランスのパ
スティスやリカールに似ているが、それよりも甘みがくどくなく、白いチーズとメロンをつま
みにして飲むというのが定番である。 
このラクを飲みながら聞くのにふさわしい音楽が「アラベスク Arabesk」といわれる。アラ
ベスクはその名の通りアラブ世界から入ってきた音楽とトルコの芸術音楽が一緒になった大衆
音楽で、日本の演歌のように小節を利かせて歌い上げるものだ。イブラヒム・タトルセス
Ibrahim Tatlıses やシェヴァル・サム Şevval Sam などという歌手の人気が高い。歌の内容も
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演歌と似ており、不実な恋人をなじったものや失恋の歌が圧倒的に多い。こうした歌がラクを
飲むときの雰囲気にぴったり合うらしく、メイハーネでは欠かせない音楽となっているよう
だった。 
 
そもそもトルコの人々はことあるごとに集って歌い踊るのが大好きだ。それも再生装置によ
る音楽ではなく実際の演奏に合わせてである。プロの演奏家がいるライブハウスばかりではな
く、家庭や公園でも仲間が何人か集まるとごく自然に、そして当然のことのように音楽と歌や
踊りが始まる。つまりそれほど楽器を演奏する人口が多いということだ。 
たしかに、ある程度の規模の街には必ず楽器屋がある。石灰棚が世界遺産になっているパムッ
カレに近いデニズリという街は、何の変哲もない小さな地方都市だが、そこでも伝統楽器と西
洋楽器を並べる楽器屋を見た。イスタンブルでは新市街のガラタ塔近くに楽器屋が集中してい
る。狭い小路の両脇にサズやウド、ネイといった伝統的な楽器からパーカッション専門店まで
並び、アメリカブランドのエレキギターやエレキベース、日本製キーボードを置くところもあ
る。電気増幅できるように改良したエレキサズというものまでそろっている。 
こういうお国柄のせいか、日本発祥のカラオケはトルコでは流行らない。閉鎖的な空間で再
生された音楽によって各人が個別に歌詞を見ながら歌うというスタイルは好まれないのだ。タ
クシム広場近くに「カラオケ・水」などという日本語表記の看板を出している店もあるが、明
らかに付近のホテルに宿泊する日本人観光客を意識したものだろう。他には韓流カラオケもあ
り、韓国の友人に連れていってもらったことがある。イスタンブル在住の韓国人に人気がある
ようで、グループで訪れては個室でプルコギやキムチなどをつつきながら韓流ポップスを歌っ
て盛り上がっている。しかしやはりこちらもトルコ人はあまり訪れないようだった。 
 
・メフテル Mehter 
新市街にある軍事博物館 Askeri Müzesi で
は、ほぼ毎日オスマン帝国軍の軍楽 Mehter
を聞くことができる。これは楽隊員が当時の
軍楽隊の扮装で行進しながら入場し、勇まし
いかけ声とともに大音量で迫力ある演奏を聴
かせるという音楽会である。いささかツーリ
スティックではあるが彼らは正規の軍楽隊員
で、国家行事や祝典などでも演奏をしている。
楽隊は管楽器と打楽器を中心に編成され、ト
 
 
 
 
 
 
 
 
軍楽隊 
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ランペットのようなボル boru やオーボエ系のズルナ zurna、両面太鼓のダウル davul、ズィル
zil というシンバルなどが使われる。40 名以上の楽隊員や旗手が円陣を作り、楽長の一声で演
奏する様子はなかなか壮観だ。現在演奏されている音楽は比較的新しい時代のもので、有名な
曲になるとトルコ人観客はここでも一緒になってうれしそうに歌っていた。 
オスマン軍楽隊は中央アジアに端を発し、1453 年のコンスタンティノポリス征服後飛躍的に
発展した。戦場における士気高揚と敵に対する威嚇として威力を発揮し、オスマン軍のウィー
ン包囲の際はこの軍楽隊の演奏を聞いて西欧人が震え上がったという。オスマントルコが広域
にわたって帝国を拡大できた理由のひとつに、軍楽隊の存在があったとまで考えられている。
以降西欧諸国はこぞってオスマン軍のような軍楽隊を組織するようになった。18 世紀にヨー
ロッパで流行したトルコ行進曲はこのメフテルが原型となっている。また、年末の日本の風物
詩になっているベートーベンの交響曲第 9 番は、あの有名な合唱の入る最終楽章でシンバルと
ティンパニーが多用されているが、これもオスマン軍楽隊の影響である。 
冬場や悪天候の時は博物館内にあるホールで演奏会となるが、陽気のよいときは構内の中庭
で行われる。中庭にはゲートで荷物チェックをすれば入館チケットを買わなくても入れるため、
内外の観光客に人気があり、みんなベンチや芝生に座って思い思いに楽しんでいる。風向きに
よってはその演奏が歩いて 10 分ほどのところにあるわたしのアパートまで聞こえ、オスマン
伝統楽器が持つ音の遠達性に驚かされた。軍楽であれば野外の戦場で演奏されることが大前提
で、その場合音の遠達性はとくに重要な要素だが、現代の都会の喧噪を縫って音が届くという
ところに迫力を感じる。 
 
ところでトルコといえば「ズィルジャン Zildjian」である。シンバルの一流メーカーだが、
ウィーンフィルからローリング・ストーンズまでこのメーカーのものを使用している。シンバ
ルは銅に他の金属を混ぜて造られるが、トルコはそれにふさわしい良質の銅が採れるといわれ
る。さらに重要なのは他の金属との調合具合で、これがシンバルの音色そのものを決定する。
配合はもちろん企業のトップシークレットになっており、ズィルジャンはいまだに他の追従を
許さない高品質のシンバルを作り続けているわけである。ガラタ塔の楽器屋街ではズィルジャ
ンのシンバルだけを並べた店もあった。メフテルを聞いていると、オスマン軍楽隊の歴史がシ
ンバルの一流ブランドを産み出す素地を培ったのかもしれないと思われてくるのだった。 
 
８．トルコの食卓 Türk mutfağı 
 
ある時、イスタンブル郊外に住むトルコの友人宅に夕食を招待された。それまで語学学校で
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知り合った友人の家に誘われたことはあるが、その場合直接の友人は学校に通う外国人で、そ
の配偶者もしくは同居人がトルコ人という場合がほとんどだった。こういう仲間内のパーティ
はたいてい夜 9 時以降から始まり、ナッツやチップスといった軽いつまみでアルコールを片手
に午前 2 時頃まで語らうという体のものだ。今回はトルコ人一家の家に呼ばれたので、トルコ
の人々の食卓を知る絶好の機会となった。 
友人は現在英国の大学に留学中で日本美術を専攻している。夏休みになったため一時帰国し、
イスタンブルにある日本語学校で日本語を習い始めたところである。ご両親はふたりとも教育
関係者というインテリジェンスあふれる一家だ。 
郊外にある高級マンション群の一角が彼らの住まいだった。こういうマンションは近年増え
てきており、敷地のなかにゆったりした緑の多い中庭をはさんでいくつかの棟が建てられ、な
かにはスポーツジムやプールなどが併設されているところもある。周囲はフェンスで囲まれ、
出入り口では警備員のセキュリティチェックが厳重になされる。部外者がやって来た場合、訪
問先の部屋番号と氏名を警備員に伝え、警備員が相手先に確認した後で初めて敷地内に入るこ
とができる。こういうマンション群はシテ site と呼ばれ、広大な敷地を要するためほとんどが
郊外にある。 
友人のシテには 6 階建ての棟と 1 階建ての棟があり、彼らは 1 階建ての方に住んでいた。庭
から直接室内に入ることができ、マンションとはいえ戸建ての感覚に近い。20 畳はあるサロン
と庭の間は全面サッシになっており、夏はサッシを開け放ってテラスに椅子やテーブルを並べ
てくつろぐことができる。冬はサッシを閉め切るとサロンがサンルーム状態となる。 
トルコでは室内で靴を脱ぐ習慣があるため、玄関先で靴を脱ぎ室内履きに履き替える。玄関
といっても日本のように段差があり空間がはっきり限定されているわけではない。ヨーロッパ
の家と同じような玄関で、何となくそのあたり 1 メートル四方内で靴を脱ぐという感じである。
暮れゆく外の景色を眺めながら、テラスでよ
く冷えた白ワインを飲みつつ歓談する。ひと
しきりおしゃべりをした後、サロンに移って
食事が始まる。テーブルにはすでに洗練され
た揃いの食器とカトラリーがセットされ、前
菜各種が並んでいる。 
前菜は米やナッツ、挽肉などを塩漬けの葡
萄の葉で巻いて調理したサルマ salma、パス
トゥルマ pastırma というスパイスが効いた
牛肉の生ハム、白いチーズ beyaz peynir が数
 
 
 
 
 
 
 
 
ご馳走が並んだテーブル 
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種類、金時豆に似た赤いいんげん豆をトマトとオリーブオイルで煮て冷やしたバルブンヤ・ピ
ラキ barbunya pilaki、モロッコいんげんをトマトで煮込んだ冷菜、トルコ風チーズパイのボ
レッキ。オリーブやナッツ、ドライフルーツも並んでいる。それにパン。サラダは粗く切った
トマトときゅうり、バジルにレモンとオリーブオイルのドレッシングがかかっている。バジル
をサラダに使うことは少なく、イタリア料理店以外ではあまり見かけない。 
メインは「スルタンのお気に入り」という名前のヒュンケル・ベーエンディ Hünker Beğendi。
これは角切りの牛肉またはラム肉をトマトで煮込んだもので、塩、胡椒、にんにく、クミンな
どで味をつける。この料理には必ず茄子のピューレが添えられることになっている。茄子の
ピューレは直火で丸焼きにした茄子の皮をむき、オリーブオイルなどと合わせてペースト状に
する。ヒュンケル・ベーエンディに添える場合は温かくするが、このまま冷やして冷製の前菜
として単独で出されることもある。 
席に着くと、まず友人の母親がこの日のメイン料理を各自の大きな取り皿に取り分ける。そ
れを頂いてから、テーブルに並ぶ他の料理をそれぞれ好きなだけ取って食べる。前菜を食べた
後にメインの料理を出すのが普通だが、家庭では料理の順番はあまり厳密ではなく、その時の
気分によって順序が変わるということだった。基本的に料理はすべて大皿に盛られ、そこから
各人が取り分けるという形式である。 
料理はすべて母親の手作りだった。いずれも代表的なトルコ料理だが、どれも塩味と油脂が
控えめでたいへん上品な味だ。何よりも普段作り慣れているということが味に反映されている。
なるほど家庭の味とはこういうものなのか。レストランや食堂など、外の味しか知らない身に
とっては新たな衝撃である。味付けが抑えられている分、素材そのものの味が前面に出ている。
トルコ人は一般に外国料理に関心が薄く、自分の母親が作る料理が一番だと信じていると聞く
が、こういう料理を食べるとそれももっともなことだとうなずける。 
食事が終わるとみんなで食器をさげ、再びテラスに出て食後のお菓子となる。ナッツをはさ
んだパイのシロップ漬けバクラヴァ baklava や半円球のビスケットをシロップに浸したケマ
ル・パシャ kemal paşa が並ぶ。ケマル・パシャはムスタファ・ケマル・アタテュルクの好物
だったそうで、その名前がついている。これらを砂糖を入れたトルココーヒーやチャイで頂く。
チャイの味が少し違うので不思議に思ってたずねると、トルコ製の紅茶ではなく英国製の紅茶
だった。こうして夜が更けるまでトルコの教育現状や友人の英国での暮らしぶり、家族揃って
行く夏のバカンスなどについて話を聞き、楽しく過ごしたのだった。 
これがトルコで一般的なもてなしなのかどうかはわからない。それぞれの家庭によって、あ
るいはその家族の出身地によって料理やもてなし方が異なるだろう。友人の父親はアンカラ出
身、母親はイスタンブル出身ということである。いずれにせよ、知り合って日も浅い友人に対
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する彼らの心のこもったホスピタリティに深く感じ入ったのだった。 
 
友人宅の食卓を見ればわかるように、トルコ料理は味のベースにトマトを使うものが圧倒的
に多い。煮込みには瓶詰めや缶詰で売られているサルチャ sarça というトマトペーストを使う
が、非常に鮮やかな赤い色をしており、火を入れて煮詰めてあるにもかかわらず新鮮なトマト
の甘みを感じさせる。トマトが出盛りの時期に自宅で大量に作って保存する家もある。 
友人宅で頂いたサルマは代表的な家庭料理で、葡萄の葉の他に茹でたキャベツの葉で巻くも
のもある。日本のロールキャベツにそっくりだが、トルコのそれははるかに細く小さい。サル
マを細くきれいに巻けるということが、料理上手のひとつの目安になっているそうだ。 
サルマに似た料理にドルマ dolma がある。これは「巻き物」に対する「詰め物」という概念
だが、両者の区別は必ずしも厳密なものではない。ドルマはパプリカやトマト、クルジェット、
じゃがいもなどをくり抜いて中にサルマと同じような具を詰めて調理する。サルチャを使って
煮込むことが多い。 
トルコ料理では一般に、冷たい野菜料理にはオリーブオイル、温かい肉料理にはバターと使
い分ける。近年はバターの代わりにマーガリンも使うが、料理の出来映えを考えるとやはりバ
ターの方が好ましい。植物油は他にひまわり油、ヘーゼルナッツオイルなどがある。 
 
・香辛料など Baharatlar vb. 
エジプトから荷揚げされたスパイスを売っていたことから、エジプシャン・バザールともス
パイス・バザールとも呼ばれる市場が旧市街にあり、現在も色とりどりの香辛料が並んで観光
客や地元住民でにぎわっているが、トルコ料理ではインドのようにスパイスを多用しない。胡
椒の他にはクミン、タイム、赤唐辛子、サフラン、シナモン程度だろうか。地中海地方では月
桂樹がたくさん生えているにもかかわらず料
理にベイリーフはあまり使わず、もっぱらオ
イルにして石鹸に使うようだ。スマック
sumak という赤紫色の粉はウルシ属の植物
の実で、色も味も赤紫蘇のゆかりによく似て
酸味がある。焼き肉の付け合わせに出るスラ
イスした生の玉ねぎやサラダにまぶすことが
多い。 
赤唐辛子はバザールでは粗挽きや粉末、
ペースト状のもの、甘みのあるものから辛い
 
 
 
 
 
 
 
 
バザール内の店 
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ものまでさまざまな種類が売られている。イソット isot と呼ばれる粗挽きの赤唐辛子は、普通
の唐辛子より黒みを帯びて赤紫色に近い。乾燥しているのにしっとり湿っている感じなのは独
特な製造法によるものらしく、唐辛子としては辛味というよりも旨味が強い。 
夏に暑くなる南東アナトリアの料理は、アダナ地方の唐辛子入りキョフテなど辛いものが多
いが、必ずしもトルコ全土で辛い料理が多いわけではない。よく見かけるのはトマトや玉ねぎ、
きゅうりのみじん切りに唐辛子を混ぜたアジュル・エズメ acılı ezme、生肉やブルグル burgur
（デュラム小麦の粒状パスタ）をスパイスと合わせたチー・キョフテ çiğ köfte などである。ト
マトや赤唐辛子のペーストににんにくや塩で味付けしたチェメン çemen をパンにつけて食べ
ることもある。 
フレッシュハーブではイタリアンパセリ maydanoz やミント nane、ディル dereotu などが
よく使われる。トルコでパセリというと葉が平らに広がったイタリアンパセリのことで、ほと
んどすべての料理についてくる。転じて何にでも首を突っ込む人のことを「マイダノズのよう
だ」と形容することがある。ミントは乾燥したものとフレッシュなものを料理に応じて使い分
ける。日本の薄荷のように辛くなく、薄いピザのようなラフマジュン lahmacun で巻いて食べ
るとさわやかだ。ディルは刻んでサラダなどに入れるが、水分を切ったヨーグルトとおろした
にんにくを混ぜたハイダーリ haydari という前菜によく使われていた。 
ハーブやスパイスではないが、少し変わった調味料にザクロのソース nar ekşisi がある。直
訳すると「ザクロ酢」となり、とろりとした茶褐色のソースでザクロの甘みと酸味がたっぷり
含まれている。バルサミコ酢に似た味だが果物の持つさわやかな後味が印象的で、サラダのド
レッシングや肉をマリネする時に使われる。 
トルコのザクロは日本のものより大きく直径 10センチ以上にもなり、果肉は鮮やかなルビー
色をしている。生のザクロは絞ってジュースにしたり、粒のままデザートやサラダに入れる。
家庭でもよく使われる食材らしく、果肉をばらばらにほぐすためにプラスチックでできたザル
のような道具が市場で売られていた。 
 
以上のことはわたしがイスタンブルで見た限りのことで、地方ではまた事情が違うだろう。
というのもトルコは内陸部か沿岸部か、東か西かで食文化がかなり異なっている。実際に他の
地方に行ってみると、イスタンブルでは見たことのない料理や食材がたくさんある。エーゲ海
や地中海地方はオリーブオイルとトマトを多用し、沿岸部では魚料理が圧倒的に多い。黒海地
方は鰯などの魚も豊富だが、濃厚なチーズやバターを使った料理が特徴的である。アナトリア
の内陸部は羊料理や壺焼き料理、シリアに近い地域ではアラブ料理の影響が強い。チーズやパ
ンといった基本的な食材も、地方によって実にさまざまなバリエーションがある。一般にトル
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コ南東部は料理がおいしいといわれ、イスタンブルでもその地方の料理を出す店は流行ってい
るようだった。 
 
・日本の食品 Japon gıdalar 
イスタンブルでは「キッコーマン」を除いて日本の食品はまず手に入らない。少し前までは
醤油もなかったそうだ。そのキッコーマンも大型スーパーにしかなく、よく見ると純正ではな
くオランダ製とある。東南アジア系の醤油や魚醤も置いてあったが、しばらくしてトルコ製醤
油というものを何種類か発見した。試しに使ってみると、これがなかなかいける。中国の醤油
より日本製にはるかに近いが、日本の醤油ほど麹の香りが強くない。日本と気候風土の違うト
ルコにあっては、このくらい軽い醤油の方が使いやすいように感じられた。気の利いたシーフー
ド・レストランでは頼むと出してくれるところもあるが、一般の家庭で醤油がどれほど普及し
ているかはわからない。醤油が並んだ棚の前で若いトルコ人夫婦からどれがいいのかたずねら
れたことがあり、とりあえずキッコーマンを推薦しておいたが果たして彼らの口に合っただろ
うか。 
他には外国人向けに輸入食品を扱う高級スーパーで、うどんやそばの乾麺、海苔、豆腐があ
る程度だが、値段はいずれも日本の 3 倍以上で品質もそれほどよさそうには見えなかった。豆
腐はドイツ製でロングライフパックに入っている。どこのメーカーかと思って見ると
「Morinyu」とある。そのロゴマークをしばし眺めて思いついたのは森永乳業だが、確かなこ
とはわからない。味噌はどこを探しても見つからなかった。 
中華街でもあればそこで似たような食品を買うこともできるだろうが、イスタンブルには中
華レストランはあっても中華街はない。中国食材を売る店はほとんど見られなかった。郊外に
韓国食品を扱うスーパーがあり、韓国ラーメンや味付け海苔、コチュジャンやキムチまで売っ
ていたが、こちらも新大久保にある韓国スーパーに比べると 3 倍以上の値段だった。 
 
和食レストランはカジュアルな店から高級料理店まで市内に数軒ある。欧米で定着した寿司
バーは少なく、あっても値段的に高級料理の部類に入る。おもにトルコ在住の欧米人が利用し
ているようだ。たまに「天ぷら定食」や「寿司盛り合わせ」を食べているトルコ人を見かけた
が、よほどの日本通でない限り和食はトルコ人の関心を引かないらしい。生の魚を食べつけな
いことと、イスラムで禁止されている豚肉料理があるせいかもしれない。クラスメイトを誘っ
て和食レストランに行こうとしたとき、豚肉を扱う店の料理は食べられないとイスラム教徒の
ウイグル人に断られた。確かにどこの店にもメニューに「トンカツ」が載っていた。 
とはいえイスタンブルで豚肉がまったく個人の手に入らないわけではない。外国人が多く住
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む地域にある高級スーパーには、精肉コーナーから隔離されてドイツ製のハムやベーコンが並
び、「これは豚肉製品です」という注意書きまで貼ってある。生の豚肉を売っている店もあると
聞いた。だいぶ以前に日本から留学した友人は、学生寮でベーコンを焼いていたらその匂いで
あたりが騒然となったという経験をしたそうだ。 
こういう状況なので、日本と同じ食生活をするわけにはいかない。しかしトルコでは肉料理
の付け合わせとしてピラウ pilav（ピラフ）が一般的で、米はどこでも種類が豊富にある。お
もに短粒種を使うが、料理によっては長粒種も使われる。こうしたわけで、1 年間トルコ産の
米と醤油で事が足りた。もやしや椎茸、白菜、生姜など、日本で馴染みのある野菜は探せばあ
る程度手に入る。九条ネギに似た葉ネギも八百屋で束になっていた。トルコは食材の味が濃く
て充実しているため、豚肉がなくても、小さいキチネットで簡単な料理しか作れなくても、十
分に満足することができた。 
 
・食材 Gıda malzemeleri 
トルコの野菜や果物にはそれぞれの味と香
りが凝縮されているようで、形や大きさは
整っていないがどれも旬のおいしさと力強さ
に満ちている。とくに果物の種類が豊富で、
季節になると大量に出回り値段も安い。晩春
から初夏にかけてカラントや苺などのベリー
類、さくらんぼが八百屋や屋台に並び、その
後アーモンドやスモモの青く小さな未熟果、
桑の実、杏、プラム、メロン、西瓜、無花果、
生のヘーゼルナッツ、葡萄、洋梨、林檎、柑
橘類と冬まで目白押しになる。バナナも国内
で採れるそうだ。 
アーモンドやスモモの未熟果はトルコで初
めて見た。アーモンドの方はエーゲ海地方の
イズミールに行ったときに遭遇したが、そこ
では塩を振って出されてきた。いずれもかり
かりと固くてやや青臭く、とても酸っぱい。
なぜこんなものを喜んで食べるのかわからな
いが、街ゆく人はみんな歩きながら大量に
 
 
 
 
 
 
 
 
八百屋の店先 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
魚市場。イボカレイも見える。 
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囓っている。屋台で一袋買ってしまった手前わたしも仕方なく囓っているうちに、その酸味が
やがてさわやかに感じられるようになり、妙なものだと思いつつ何度か買ってしまった。 
牛、仔羊、鶏などの肉類は臭みがなく、牛のフィレにいたっては柔らかくミルクの甘い匂い
がする。さすがに霜降り肉はないが、脂身のない赤身の肉の旨味はまた別のものである。ハム
やソーセージ類には豚ではなく七面鳥や鶏を使う。ピスタチオの入った七面鳥ハムはサンド
イッチにぴったりだった。スジュック sucuk というスパイスたっぷりの牛肉サラミソーセージ
はカッパドキア地方の名産で、1 センチ程度にスライスしたものを専用の小鍋で焼いて脂をに
じませ、そこに玉子を落として火を通す。ベーコンエッグならぬスジュックエッグ sucuklu 
yumurta である。朝食に食べることが多い。 
海に囲まれたイスタンブルは当然のことながら魚も豊富で、新鮮な鯛やスズキ、サバや鰹、
鯵、鰯、イカなども手に入る。大きな店では鮪を輪切りにして売っていた。寒い季節になると
大きなイボカレイが出回る。見た目はいささかグロテスクだが繊細な味わいがあり、高級魚と
して珍重されている。食材はいずれも日本の 3 分の 1 から 5 分の 1 の値段である。食料自給率
130％といわれるトルコの底力を感じさせられた。 
特筆すべきは豊富な種類のチーズで、100 種類は軽く越えるといわれている。いずれも牛、
山羊、羊の乳から作られ、種類によっては単独ではなく混ぜて作るものもある。いわゆるフレッ
シュタイプのものが多く、一見すると巨大な木綿漉し豆腐そっくりのベヤズ・ペイニル beyaz 
peynir（白いチーズ）がもっとも一般的だ。もちろん豆腐より固いがほろほろと崩れる感じが
あり、食感はフランスのシェーブルに似ている。ギリシャのフェタチーズも同類で、サンドイッ
チや朝食に欠かせない。縄状に編んであるオルギュ・ペイニリ örgü peyniri や糸のように細く
裂けるものなど、他の国では見かけないチーズもある。へリム hellim はしこしことした歯触り
が独特で、フライパンで焼き目をつけて食べる。これらの種類にはかなり塩気が強いものもあ
るため、熱湯に浸して塩抜きをする必要があ
る。 
トゥルム tulum は羊の乳、または羊と山羊
の乳を混ぜ、山羊の革袋に入れて発酵させる
という古典的な製法のもので、時々毛の生え
た革袋ごと売っている。ベヤズ・ペイニルよ
りも熟成期間が長いようで、密度が高くなめ
らかな食感がある。やや香りが強いがこくが
あって味わい深い。フランスによくあるカビ
のついたタイプはかつて地方の家庭で作って
 
 
 
 
 
 
 
 
チーズ屋 
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いたらしいが、今はほとんど見あたらない。またマール酒やカルバドスなど、蒸留酒で洗って
作るウオッシュタイプのチーズも、当然トルコには存在しない。 
熟成させたハードタイプのチーズにカシャール kaşar がある。スイス産のエメンタールやグ
リュイエールに似た味で、薄く切ってサンドイッチやサラダに入れたり焼いて溶かす料理に使
う。長く熟成させたエスキ・カシャール eski kaşar はイタリアのパルミジャーノ・レッジャー
ノにかなり近い。他にも地方ごとにさまざまなバリエーションがあり、同じ種類でも産地によっ
て風味が異なる。地方に行くと必ずその土地のチーズがあるので、食べ比べてみるのも楽しい。 
チーズではないが、カイマック kaymak という乳製品がある。これは脂肪分がバターより少
なく生クリームより多い純白のクリームで、牛乳から作られる。英国のクロテッド・クリーム
に非常によく似ているがかすかに発酵した香りが感じられ、酸味のごく弱いサワークリームに
も近い。朝食の時、蜂蜜と一緒にパンにつけて食べる。あるいは糸状に練った小麦粉を成形し
て油で揚げ、シロップに浸したカダイフ kadayıf というお菓子に添える。お菓子の甘さがクリー
ムで緩和されて食べやすくなるという。カロリーと脂質、糖質の量を考えると生活習慣病一直
線だが、一食の価値はあるだろう。夢にまで出てきそうな蠱惑的な味がする。 
ヨーグルト yoğurt もトルコの食卓には欠かせない。日本のヨーグルトより固くしっかりし
ている。基本的には料理の材料にしたり料理に添えて出される。水で割って塩味をつけたアイ
ラン ayran はポピュラーな飲み物で、ファストフード店でも置いている。トルコではヨーグル
トを甘くしてデザートとして食べるという習慣はなかったようだが、最近は果物の風味をつけ
た甘いヨーグルトもスーパーに並んでいる。トルコの友人にいわせると、甘いヨーグルトを食
べる気にはならないが、もし食べるとしたら市販のものではなく自分で果物を入れて食べると
いうことだった。市販のデザートヨーグルトには化学的な添加物や着色料が使われているので、
それを嫌っているようだ。 
 
実際にトルコ人は化学調味料を毛嫌いする傾向にある。かつて日本の調味料メーカーがイン
ドネシアで製品を売り出したところ、材料に豚由来の酵素が使われていたため大問題になった
ことがあった。インドネシアは世界最多のイスラム教徒を抱える国である。その後製品は改良
されたのでこの一件は無関係だろうが、トルコのスーパーで化学調味料を見たことがない。素
材そのものの味が充実しているため、人工的なものは必要ないのかもしれない。 
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９．アナトリアの風  Anadolu’nun esintisi 
 
・シヴァス Sivas 
語学学校は日程的にも内容的にもなかなかきびしいもので、全コースを修了するまでほとん
どイスタンブルから出る機会がなかった。学校も終わり、陽気もよくなってきたので他の土地
の様子も少し見ておきたい。どうせなら日本ではあまり知られていない地方に行ってみようと
思い立ったのは、2011 年 6 月も半ばを過ぎてからだった。 
トルコは鉄道よりも自動車道が完備されている。長距離バスが全土を網羅しており、時間は
かかるが航空機よりもはるかに安いため利用する人が多い。たとえばイスタンブルからアンカ
ラまでは航空機だと約 1 時間、バスでは約 6 時間かかる。カッパドキアまでは飛んで 1 時間半、
バスだと 12時間。長距離バスは大型のもので 2、3時間おきにドライブインなどで休憩もあり、
それなりに快適と聞いているが、あまり長時間乗るのは避けたかった。とりあえず航空機でど
こかの主要都市まで飛び、それから数時間バスで移動する程度がいい。適当な場所はないかと
探してみると、中央アナトリア地方のシヴァス周辺が浮かんできた。近くには世界遺産に指定
されたディヴリーイ Divriği のジャーミーもある。シヴァスまでは航空機でイスタンブルから 1
時間半、ディヴリーイはそこからローカルバスで 3 時間程度で行けるようだ。 
航空券は曜日や時間帯、航空会社によってかなり料金の幅がある。おもにイスタンブル・ヨー
ロッパ側にあるアタテュルク空港を使用するトルコ航空便は便利で発着の時間帯も適当だが、
その分料金も高い。シヴァスまで片道 250 リラ前後とある。もちろんさらに安いチケットもあ
り、たとえばトルコ航空の子会社で 2008 年に就航したアナドル・ジェットという航空会社で
は、プロモーション価格で片道 89 リラだ。アナドル・ジェットはイスタンブルのアジア側に
あるサビハ・ギョクチェン空港に発着する。空港まではタクシム広場からシャトルバスで約 1
時間。アタテュルク空港まで 45 分程度ということを考えると、それほど遠いわけではない。
この時はアナドル・ジェットのチケットを往復 253 リラで買い、2011 年 6 月 27 日から 4 泊 5
日の予定で現地におもむいた。 
 
シヴァスはカッパドキアの北東約 200 キロ、標高 1300 メートルの高原にあるシヴァス県の
県庁所在地だ。古くはシルクロードの経路にあたり、現在の人口は約 33 万人、セルジュクが
色濃く残る街といわれている。街の中心部にはチフテ・ミナーレ神学校Çifte Minare Medresesi、
シファイエ神学校 Şifaiye Medresesi、ギョク神学校 Gök Medrese、ウル・ジャーミーUlu Camii
等 13 世紀に建てられたセルジュク建築の代表的宗教施設が残されている。この時代の建造物
はオスマン時代に発展した街で見るジャーミーとはまったく様子が違い、ドームや細くスマー
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トなミナーレはない。石を積み上げたミナー
レと建物入り口に精緻な彫刻を施されたファ
サードが特徴的である。 
シヴァスには観光ホテルもあるが、「オーレ
トメン・エヴィ öğretmen evi」と呼ばれる教
員専用施設に泊まった。「あなたは日本の教員
なのだから、教員施設に泊まりなさい」とト
ルコの友人が薦めてくれたからだ。オーレト
メン・エヴィとは教員のための福利厚生施設
で、宿泊所、会議室、レストランなどを兼ね
ており、メンバーは安価に利用することができる。 
実際にトルコにはこうした職業別専用施設がたくさんあり、もっとも規模が大きく充実して
いるのは軍の施設である。イスタンブル市内にある軍関係の施設はヒルトンホテルの脇に建つ
高層ビルで、ほとんど高級ホテルの様相を呈している。こうした施設は教員や軍の他に、弁護
士、医師などのものがある。 
しかしこういった施設は基本的にトルコ人のためのもので、各団体に所属しているメンバー
はおそらくそのために必要経費を負担しているはずだ。そういう場所にいきなり外国人が行っ
てもいいものだろうか。半信半疑で予約もなく訪ねていったところ、レセプションの係員は一
瞬驚いた顔をしたが大歓迎だという。こちらの身分証明書や名刺を確認することもなかった。
部屋はシャワーと手洗いのあるシングルルームで、一泊朝食付き 55 リラ。通常のホテルに比
べるとはるかに安い。 
教員施設なのだからこの地方の歴史や文化に関する資料があるかもしれないと思い、訊ねて
みたら責任者の部屋に案内され、冊子や CD-Rom などをもらうことができた。しかし精密な地
図がないので困っていると、通りすがりの男性 4 名が話に割り込んできて、自分たちが案内し
ようと言う。いかにも申し訳ないので丁重に断ろうとしたが押し切られ、案内をお願いするこ
とにした。彼らは歴史の教員で、うち 1 名が現役だという。 
それから 4 時間近くにわたって上記の歴史的建造物を巡り、先々で丁寧な解説をしてもらっ
た。歴史の教員であれば歴史的説明は得意だろう。地元では顔の広い教員らしく、どこに行っ
ても「先生、先生」と慕われている様子だった。トルコでは教員に対して「ホジャ hoca（先生）」
と呼ぶ。自分が直接習った教員には「（わたしの）先生 hocam」となり、教員同士も「先生」
と呼び合うところは日本と似ている。場合によってはアフメット先生とかメフメット先生とい
う具合に、姓ではなく名前がつく。トルコは徹底的にファーストネームの社会で、役所、会社、
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学校などほとんどすべての場面で名前を呼び合っている。 
この先生、名所旧跡ばかりではなく食品市場にも案内してくれた。トルコの市場はどこも実
に豊かな食材が色とりどりにあふれかえっている。青果、精肉、鮮魚、乳製品、乾物、香辛料。
物価はイスタンブールの半分程度だ。高原地方なので魚の種類は少ないが、マスや鯉などの川
魚が並んでいる。近くの湖で養殖しているらしい。ここでも売り手が先生に近づいてきて親し
く挨拶を交わしている。そのうち八百屋の主人が手当たり次第に杏や葡萄、巴旦杏などを袋に
詰め始め、全部持って行けと言う。もちろんそんなわけにはいかない。代金を払おうとしたが
頑として受け取ろうとせず、結局優に 2 キロはある各種果物をありがたく頂戴したのだった。 
歴史の先生は地元料理を提供するレストランも何軒か紹介してくれた。いずれもアルコール
類は置いていない。イスタンブルに比べるとアルコールを出す店は非常に少なく、そもそも街
中で酒屋が目につかない。バーやクラブはあるようだが、夜 8 時を過ぎたころには街の目抜き
通りはもはや閑散としている。とくに観光が盛んで外国人観光客が多いわけでもないごく普通
の地方都市は、おおむねこういった感じなのだろう。 
 
ところでシヴァスは「マドゥマック・ホテル Madımak Otel 焼き討ち事件」の現場でもあっ
た。これは 1993 年 7 月 2 日、アレヴィー派 Alevi の知識人や芸術家による文化集会がシヴァ
スで開催され、1000 人からの興奮した民衆がホテル周辺に詰めかけて火を放ち、37 人の犠牲
者が出たというものである。なかにはサルマン・ラシュディ Salman Rushdie 著『悪魔の詩』
の翻訳出版に関わった人物も含まれていたという。 
アレヴィー派は南東アナトリアやブルガリアに信者が多いイスラム教の一派で、トルコの人
口の 2 割を占めるといわれる。東南アナトリアはクルド人 Kürt が多い地域でもあり、両者に
関する複雑な問題がここに内包されている。このアレヴィー派は独自な信仰形態を持ち、たと
えばジャーミーには行かず日に 5 回の礼拝も行わない。ラマザン月も断食はせず、宗派に伝わ
る特定の時期に 2 週間だけ断食をする。信者はジェムエヴィ cemevi という集会所に集まり、
デデ Dede と呼ばれる長老のもとで礼拝を行うということだ。イスラム神秘主義のメフレ
ヴィー教団 Mevlevilik のような旋回舞踊を男女ともに行うこともあると聞く。オスマン時代か
らしばしば弾圧の対象となっており、現在もアレヴィー派排斥を主張する政党がある。地方に
行ったとき、観光タクシーの運転手が通りすがりの村落を指して「あそこはアレヴィーの村な
んです、だからジャーミーもない」と教えてくれた後、小さな声で「残念ですが」とつぶやい
ていた。 
マドゥマック・ホテルはその後改築され現在も営業しているが、ここを負の遺産として博物
館にしようという動きもあり、そのための署名を集め、事件当日現地に赴いて集会を開くとい
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う団体をイスタンブル市内で見かけた。その集会前日にシヴァスを離れたため当日の様子を知
ることはできなかったが、街ではとくに変わった動きは見られなかった。 
 
・ディヴリーイ Divriği 
シヴァスからディヴリーイまでは街はずれのオトガルと呼ばれるバスターミナルからローカ
ルバスで行く。15 人乗りのワゴン車だ。長距離バスもそうだが、こういった乗り合いはバス会
社が座席を指定し、見ず知らずの男女が隣り合わせにならないようになっている。バスは指定
された場所で客を拾いながら幹線から外れて山道を行く。途中から太めのバゲット状のパンを
数十本抱えた客が乗ってきて、途中の何もないような場所で降りていった。始発から乗り込ん
でいたかなり老齢の婦人にはバス会社の係員が付き添い、やはり途中の村落入口で下車して
いった。シヴァスの病院で治療を受け、これから帰宅するらしい。地元のひとたちが足代わり
に使う路線であることがわかる。 
乗客が増えてくると、途中で席替えもある。満席の場合には、車内の狭い通路に日本の風呂
場で使うような低い椅子を出してそこに腰かける。あきらかに定員オーバーだが、誰も気にし
ていない。こういう席に座らせられるのは男性ということになっており、かなり年配の乗客で
も巨体を縮めてじっと我慢している。うねうねした山道で 3 時間も揺られるのはなかなか大変
だろう。窓の外には森林限界を越えた景色が広がり、赤茶色の大地に初夏の高山植物が群生し
ている。シヴァスから南東へ約 176 キロ、ディヴリーイはそんな山々のなかにあった。 
 
ここは周辺の村落もあわせて人口約 1 万人、山裾に広がるなだらかな斜面に民家が点在する
ひっそりとした町である。この町に 1228 年に建立され
たウル・ジャーミーUlu Camii と付属する医療施設
Darüşşifa は、1985 年世界文化遺産に登録されている。
ウル・ジャーミーとは「大モスク」の意だが、規模の大
きさよりもその地方の重要性において中核となる寺院に
対してつけられる名称だ。病院と医療施設は同時期に建
てられ、入口は異なるが縦横 32 メートル×90 メートル
の同じひとつの建物の中にある。病院は当時はおもに精
神疾患の患者の治療に当たっていたが、後に神学校とし
て使われるようになった。 
シヴァスでもジャーミーや神学校で装飾つきファサー
ドを見たが、ディヴリーイのそれは完成度と技術におい
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て群を抜いている。セルジュク建築の最高峰といわれる堂々たる建造物だ。ジャーミーの東、
西、北側と病院の西側にそれぞれ巨大なファサードがあり、いずれも全面に幾何学紋様、装飾
文字、アラベスク紋様の精密な彫刻が施されていた。とりわけ北側の門は「天国の門」と呼ば
れ、高さ 14.5 メートル、幅 11.5 メートル、奥行き 4.5 メートルのファサードにアーチが幾重
にも重なり、もっとも複雑かつダイナミックな装飾であふれかえっている。 
寺院西門の一角に、双頭の鷲と、下を向く鷲の装飾があった。イスラム教は偶像禁止の宗教
であるため、動物や人間の姿を表現することはない。しかしセルジュク期にはそれが許されて
いたということだろうか。双頭の鷲は時の権力者の象徴であり、隣の鷲は権力者に頭を垂れて
尊敬の念を表している。また、西門のファサード上部には、1 日のある時刻になると厚みのあ
る彫刻の凹凸が影を作り、それが横を向いた人間の姿に見える。こうした造形の妙もこの寺院
の特徴的なところだろう。 
しかしなぜこんな山あいの小さな町にこれほどまでにすぐれた「ウル・ジャーミー」が建て
られたのか。管理人によると、このあたりはシルクロードに近く、鉄鉱石が採れるため当時は
非常に繁栄し、人口 10 万人の都市だったという。現在の町並みからはとても想像がつかない。
ひなびた町に鉄道駅があるのも不思議だったが、現在も鉄鉱石は採掘されており、そのために
も使われているそうだ。 
世界遺産とはいえウル・ジャーミーは現役の宗教施設であるため、入場料を徴収されること
もなく、周辺には小さな売店がぽつんと 1 軒あるばかりである。この時はトルコ国営放送 TRT
のドキュメンタリー制作部が撮影していたが、世界遺産目当ての観光客が大挙して押し寄せる
という雰囲気はまったくない。礼拝時に近所の信徒が数人訪れる程度で閑散としている。 
境内には桑 dut の巨木があり、黒紫色に熟した実が風とともにあられのような勢いでばらば
らとひっきりなしに降ってくる。日本で見かける桑の木とは違い、幹も太く樹高は 8 メートル
近く、楕円形の実は長さ 2 センチほどで濃厚な甘みがある。これは薬用効果があって体にいい
のだと、管理人がお茶とともに勧めてくれた。というよりも、その実がお茶のグラスの中に飛
び込んでくる。イスタンブルで黒紫と白の 2 種類の実を八百屋で見たが、黒紫の方が甘みが強
いように感じられた。 
その後町を少し歩いたが、狭い道に一皮並べに店が並んでいる商店街には日用品を扱う店ば
かりで、絵はがきや土産物を売る店もない。そもそも宿泊施設は小さなホテルが 2 軒、飲食店
も数えるほどの町である。酒屋は見あたらず、町営ホテルの食堂にアルコール類が置いてある
だけだった。 
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・ザラ Zara 
翌日はシヴァスまで戻り、そこから東へ約
80 キロのザラという町に行ってみた。トルコ
北東部に向かう幹線沿いにあるザラ市は人口
約 1 万人、北西に広がる山と南東を流れるク
ズルウルマック Kızılırmak に挟まれた静か
な高原の町である。クズルウルマックはトル
コで一番長い河で、全長 1355 キロ、ザラの
さらに東を水源としてカッパドキア地方から
アンカラ近くを経由して黒海へ流れ込む。鉄
分を含むためカッパドキアあたりでは水が赤いことから「赤い河」という名前がついているが、
現在はそれほど赤くない。水源に近いザラでは水が澄み、川辺の木陰には涼しげな風が吹いて
いた。 
 
ディヴリーイで出会った TRT のディレクターにザラに行くと話したところ、何故そんな何
もない町に行くのか、トルコにはもっと他に興味深い場所がたくさんあると猛反対された。ディ
レクター氏は仕事柄国内各地をずいぶん回っているようで、メジャーな名所旧跡を次々とあげ
つらってはそれらの何が素晴らしいかを力説し始めた。しかしそれはもちろん承知の上で、と
いうよりもあえてわたしはガイドブックにも載っていない、ごく普通の昔ながらの町に行って
みたかったのである。 
それにザラにはまるで何もないわけではない。イスタンブルに来て間もないころ、タクシム
広場でシヴァス県の紹介を兼ねた物産展が開かれていた。そこでもらった 1 冊のパンフレット
にはシヴァスやディヴリーイとともに、近隣の町のことも書かれている。それによるとザラは
周辺の町のなかでも歴史が古く、20 世紀初頭に建てられた古民家が数軒残っているという。高
台から見下ろした町の全景や古民家の写真も何葉か載っていた。町も古そうだが、その写真の
色調や印刷具合そのものが一昔前の古びた雰囲気を漂わせている。 
トルコには古い町並みを修復保存して文化遺産に登録された地域があり、そういう場所は観
光で人が集まりでにぎやかだ。しかしパンフレットを見た限りでは、観光客を当てにするよう
なある種の商業主義的な発想や、歴史保存という意図的な活動がザラには微塵も感じられない。
そういった思惑とはまったく無縁に見える町のたたずまいに心引かれるものがあった。 
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・古民家 Tarihi konakları 
実際に訪れてみると、ザラはまさにごく普
通の昔ながらの町だった。古民家は町の中心
から北東に 5 分ほど歩いた住宅地の一角に点
在しているが、いずれも現在は廃屋になって
いる。かつての住民は近くのモダンな一戸建
てやマンションに移り住んでいるという。市
が文化財として一応保存を考えているようで、
持ち主は勝手に取り壊すことはできない。か
といってすべてを修復してかつての町並みを
再現するほどの予算もない。どうすることも
できず放置されているという状態だった。 
この地方の伝統的な民家は、おおむね次の
ような構造になっている。木材の骨組みの間
に石灰岩を入れ、セメントの代わりに石灰を
使ったモルタルで躯体を造り、漆喰で仕上げ
る。中庭付き 2.5 階建ての家が多く、燃料倉
庫として使われる半地下と、地表から 1.5
メートルほど上がったところにある 1 階部分
までが基礎部にあたる。この部分は湿気防止
を兼ねて玄武岩で作られる。トルコでは頻繁
に地震があるが、こうした木造建築は石積み
の家より地震に強い構造だといわれている。
夏に暑くなる地方では 1 階の天井が 2.5 メー
トル、2 階が 3 メートル近くもあり、暑い時
期は風通しのよい 2 階で生活するというタイ
プの家もあるが、ザラは夏でも涼しいため、
天井の高さは変わらない。 
1 階には数段ある外階段を使って入る。中
央の玄関を入ると居間兼サロンの広いホールがあり、陽気のよいときは窓を開け放って庭の景
色を楽しむことができる。ホールの両脇におおむね 3 つずつ部屋が並び、室内には窓際一杯に
作り付けの低いベンチをしつらえる。座席の腰かけ部分は中が空洞で、燃料用の薪を収納でき
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るようになっている。台所は 1 階で、食料を保存する貯蔵室 kiler が必ずついており、夏の間
に作った自家製乾燥パスタや乾燥スープの素 tarhana çorbası、ピクルス、バター、油で調理
した保存用の肉カヴルマkavurmaなどを収納する。食料保存のため台所には暖房を入れない。
階段はホールの左側にあり、2 階部分はおもに家長が使う部屋になっている。 
手洗いは屋外に深い堀を掘った上に作り、浴室も通常外にあるがバスタブはない。各部屋に
作り付けの戸棚があり、古い家の場合そのうちのひとつがシャワールームになっていることも
ある。こうした浴室のスタイルは黒海地方のサフランボル Safranbolu に保存されている古民
家でも見ることができる。 
ザラに残る古民家の多くはイルヤ・ウスタ İlya Usta というギリシア人建築家の手によると
いうことだった。ギリシア人といってもトルコではアナトリアに住むギリシャ人をルム Rum
と呼び、ギリシアのギリシア人をユナンル Yunanlıと呼んで区別して考えるが、ウスタは前者
である。現在残っている古民家はどれもかなり規模が大きく、庭も広々としている。持ち主は
古くからザラに住んでいたひとたちだと聞いたが、おそらくそのために社会的信用も高く、結
果的に裕福層だったのではないだろうか。 
町のなかに点在する古民家の写真を撮っていたら、脇からパトカーが近づいてきて警官に呼
び止められた。住宅地の中をふらふら歩きながら、もはや人が住んでいない民家をのぞき込ん
で写真を撮っている外国人は十分不審に見えたに違いない。ここで何をしているかと問われ、
古い建造物のリサーチをしていると答えた。職務質問を受けるのは生まれて初めてである。パ
スポートや滞在許可証を見せてしばらく問答をしていたが、やがて「ご苦労さん」という感じ
で無罪放免となった。そうかと思うと写真を撮っている外国人を自宅の窓から手招きして呼び
寄せ、興味津々で立ち話に興じる婦人もいた。 
 
・民族衣装 Ulusal kostüm 
ザラの中心部には噴水と花壇のある広場やジャーミーがあり、周囲に商店や飲食店、ホテル
などが集まっている。ここにも小規模で宿泊施設はついていないがオーレトメン・エヴィがあっ
た。そこでザラの歴史文化に関する資料をもらい、市役所に行けば何か話が聞けるだろうと案
内された。市役所では文化部担当者数名がこの地方の伝統的な衣装の実物を出して解説してく
れた。 
かかとが三角形をしているトルコ独特の靴下は、さまざまな幾何学紋様がウールの毛糸で編
みこまれている。主な配色は黒、赤、緑、黄、白で、まれに青が入る。色の組み合わせや柄に
よってどこの地域の住民であるか、独身者か既婚者か、嫁か姑か等々、身につけている者が一
族のなかでどういう位置にいるかがわかるようになっているという。各自の家で女性たちが編
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むもので、親族関係内で立場が変わるとその都度編み直
して着用する。 
絹製の丈の長い女性用ワンピースには黄色、淡濃のオ
レンジ色、紫色の縦縞に花柄の白い織り模様が入る。こ
の上に黒地に総柄縫い取り刺繍のベストと前掛けをつけ
る。刺繍は緑、黄色、オレンジ、ピンク色の大きな花の
モティーフで、その周囲は白や錦糸のアラベスク紋様で
びっしり埋まっている。なかなかゴージャスなものだ。
これらはハレの衣装で、現在でも結婚式や祭の時に着用
される。 
そのうちに担当者からこの衣装を着てみないかと勧め
られた。実際に着てみるとベストや前掛けがずっしり重
い。総柄の刺繍だから当然である。おまけにワンピースの丈が長くて足にまとわりつく。スカー
フを被ると視野が狭まる。これに厚手の靴下と先のとがった革製の靴をはくともはや身動きが
とれない。資料写真を見るとこうした衣装で歌ったり踊ったりしているが、子供のころから着
慣れていないとできないことだと実感した。 
担当者は別室からキリムの敷物やソファーなどを運んできて、雰囲気作りに忙しい。事務室
にあるスティール製ロッカーの前で写真を撮っても面白くないと考えたようだ。どこで見つけ
たのかサズまで持って来て、これを構えてソファーに座れと指示される。サズはトルコやイラ
ン、バルカン半島で使われる首の長いリュートの一種で、3 コース 6 弦、または 7 弦の撥弦楽
器だ。繊細な音色を持ち、伝統音楽では伴奏楽器として使われる。熱心な担当者のおかげでト
ルコ民族衣装着付け体験の記念写真を撮ることができた。 
 
・町の様子 Şehrin durumu 
町にホテルは 2 軒あり、そのうちの通りに
面した小さいホテルに泊まった。シャワーと
手洗い付きシングル、朝食なしで一泊 25 リ
ラ。破格の料金だが部屋はたいへん清潔で快
適である。ホテルの向かいに酒屋があったが、
やはりアルコールを出す飲食店はなかった。
住民はまったくアルコールを飲まないわけで
はなく、自宅でくつろいだり庭でバーベ
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キューをするときには飲むそうだ。場合によっては夜にドライブしながらビールを飲むことも
ある。もちろん飲酒運転は禁止だ。夜間の取り締まりもあることはあるが、検問を避けて通れ
ば問題ないなどと言って笑う人もいた。 
そのくらいのんびりした町だが主だった産業はなく、若者が地元で職を見つけるのはむずか
しい。西のシヴァスや東のエルズルムなど、大きな街に出る者が多いという。広場に面した食
堂の若い店員は、大学で社会保障制度の勉強をしたが職がなく、仕方がないのでケバブ屋で働
いていると話してくれた。しかし冷涼な気候で河や湖もあり、美しい自然に囲まれた地方であ
る。近年は町の郊外、クズルウルマック沿いに別荘が建設され、イスタンブルから避暑に訪れ
る人々もいるということだった。 
地方の小さな町はどこでもそうだろうが、
ここも日中外に出てお茶を飲んだり世間話を
しているのは高齢の男性ばかりである。もち
ろん女性も外に出るが、チャイバフチェ（オー
プンカフェ）やチャイハーネ（喫茶店）で話
し込んでいる姿は見えない。宗教色が強い地
方では女性を入れないチャイハーネもあると
いう。こういうイスラム文化圏の特徴は、イ
スタンブルなどの大都会にいるとあまり気づ
かない。 
もっとも女性たちは日中自宅でぽつねんと過ごしているわけではなく、近所の友人や親類同
士がそれぞれの家を頻繁に訪問し合い、編み物などの手仕事をしながらおしゃべりに花を咲か
せるらしい。その際訪れた家にそこの主がいると、たとえば同席したりスカーフを取ることが
できない。新調した洋服や新しいヘアスタイルを見せ合ったりすることもできない。そのため
というわけでもないだろうが、男性陣は外で社交、女性陣は家で社交にいそしむことになって
いるようだ。 
 
再びシヴァスに戻り、空港までのシャトルバスに乗るために街中のオフィスに行く。ディヴ
リーイやザラを訪れた後だとここは大都会に見える。チケット・オフィスのブースに入ってい
くと、ちょうど昼時で関係者一同がテーブルを囲んで食事中だった。 
誰かが何かを食べている場面に遭遇した場合、あるいはレストランで料理を出す時、トルコ
では「おいしく召し上がれ afiyet olsun」と声をかける。食品店で買い物をしても言われるこ
とがある。わたしもそれに倣って言ってみると、一同から「どうぞご一緒に」と手招きされた。
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これはもちろん社交辞令的な挨拶だと思って辞退したが、またたく間にもう一人分の席が作ら
れ、飲み物を入れたコップなどがテーブルに置かれた。せっかくなので飲み物だけでも頂戴す
ることにして腰かけると、全員一緒に食べているピデというトルコ版ピザを取り分けてくれ、
しきりに勧められる。一同はひとしきり自己紹介したあと、何事もなかったかのように食事を
続けている。闖入者をとくに気にするわけでもない。思いがけない展開にひどく驚いたが、そ
の後も旅行中に同じことがあったので、あるいは地方ではこういうことがたびたびあるのかも
しれない。 
 
10.「イスタンブル 1910-2010」 “İstanbul 1910-2010” 
 
イスタンブルの旧市街と新市街を分かつ金閣湾は、ボスポラス海峡から北西に長く切り込み、
最後は川のように細く蛇行して終わる。この湾の一番奥まったところにイスタンブル情報大学
İstanbul Bilgi Üniversitesi がある。この大学には工学、経済、法学、建築学部の他に、メディ
アや芸術に関する総合的研究を行うコミュニケーション学部が設置されている。食堂の入口な
どに学生が制作したオブジェや工業デザインのモデルが置かれていることもあり、ちょっとし
た現代芸術の展覧会のようで退屈しない。サントラルイスタンブル Santralistanbul はこうし
た若い才気あふれる大学の附属博物館である。 
この博物館はオスマン帝国時代の1914年から1983年まで稼働していた火力発電所を保存し
たエネルギー博物館と現代美術のセクションからなり、2007 年に開館した。発電所はフランス
やドイツ製の巨大なボイラーに陰影を生かした照明を当てて見せる工夫が凝らされ、サーモグ
ラフィの映像が見られるブースや静電気実験ブース、プラズマボールなどが置かれてモダンな
科学博物館という雰囲気である。現代美術のセクションでは 2010 年 9 月 15 日から 11 月 20
日まで「イスタンブル 1910-2010 都市、構築
状況と建築文化展 İstanbul 1910-2010 Kent, 
Yapılı Çevre ve Mimarlık Kültürü Sergisi」
が開催されていた。 
これは 1910 年から現在まで、イスタンブ
ルが都市としてどのように発展し変貌して
いったかを、パネル写真や統計資料を使って
多角的にたどっていくものである。交通シス
テムの変化、人口の推移、大学や病院、家屋、
商店の増加、街の地理的な拡張など、ともす
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れば資料の羅列で見栄えのしない展示になりかねないが、丹念に掘り起こした歴史的価値のあ
る写真を多用し、斬新な展示スタイルで見る者を飽きさせない。現代美術セクションの面目躍
如といったところだろうか。 
西欧的様式を取り入れたオスマン時代末期の建築、英国式庭園の導入、共和国誕生後の都市
計画、水上交通の発達にともなう湾岸整備、バスやケーブル、トラムなど新しい交通手段のた
めのガレージや駅、コンクリートやガラスを使ったモダニズム建築、新しいスタイルのアパー
トメント群、郊外に林立する超高層ビル、前衛的かつ実験的建築物などが一目でわかるパネル
展示は意義深い。これだけでもイスタンブル近現代建築史として十分通用するだろう。わたし
が普段歩き慣れてよく知っている通りに、こんな建物があったのかと驚かされる。 
しかもこうした都市のハード面を追っていくことによって、そこに暮らす人々の生活とその
変容を数値的資料で補いながらあぶり出してみせる。1983 年には 450 万人に満たなかったイ
スタンブルの人口は、2010 年で 3 倍近い 1300 万に届こうとしている。大学は 6 から 32 に増
え、大規模なショッピングセンターは 83年当時はひとつもなかったが 2010年には 59もある。
各地域の航空写真と地上の風景を並べ、それぞれの地区の雰囲気や特徴がわかるような工夫も
されている。現在もなお拡大し続けるイスタンブルという都市の現実を重層的にとらえ、その
姿が生き生きと伝わってくるようだった。 
 
この報告の冒頭で触れた展覧会では、8000 年の歴史のなかに姿をとどめるイスタンブルの足
跡が描かれていた。それはすでに遠い過去の記憶、あるいは遺物として街をとらえる視点であ
る。それに対してこの展覧会は、100 年という歴史的には非常に短い時間を切り取ることによっ
て、過去から現在へいたる連続性を強調し、さらに未来への予感をほのめかしている。流動的
な変化するものとして街をとらえる視点がここにある。ふたつのこうした対照的な視点を身の
なかに置きながら、わたしはイスタンブルの街を 1 年間歩き回ったのだった。 
 
トルコ滞在中はザラ在住のラトゥプ・ジャンテュルク Ratıp Cantürk 氏、ディヴリーイ在住
のメティン・アテシテンユルマズ Metin Ateştenyılmaz 氏、イスタンブル在住のドアン・カラ
ケルレ Doğan Karakelle 氏、およびフズリ・ブルット Fuzuli Bulut 氏のお世話になった。記
して謝意を表する。 
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